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一
　
大
都
市
の
な
か
の
「
児
童
労
働
の
地
」

　
都
市
の
誕
生
、
拡
大
・
発
展
、
そ
し
て
成
熟
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
の
い
ず
れ
の
過
程
に
も
都
市
固
有
の
「
雑

業
」
が
付
随
し
て
発
生
す
る
。
途
上
国
の
開
発
論
で
は
こ
れ
を
、
い
わ
ゆ
る
「
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
部
門
」

と
定
義
す
る
、
そ
の
特
徴
は
、
農
村
か
ら
の
過
剰
人
口
が
雇
用
と
生
存
の
機
会
を
求
め
て
絶
え
間
な
く
都

市
部
門
に
流
入
す
る
こ
と
、
そ
し
て
、
未
熟
練
労
働
力
と
し
て
都
市
の
経
済
活
動
に
付
随
す
る
あ
ら
ゆ
る

「
雑
業
」
に
生
存
の
機
会
を
求
め
る
。
生
活
の
場
は
路
上
も
あ
り
、
ま
た
い
わ
ゆ
る
ス
ラ
ム
と
呼
称
さ
れ
る

「
低
所
得
居
住
区
」
が
あ
る
。
そ
の
規
模
は
絶
え
ず
拡
大
を
続
け
、
都
市
問
題
と
と
も
に
、
深
刻
な
社
会
問

題
を
生
む
温
床
と
も
な
る
。
生
成
の
歴
史
的
経
緯
か
ら
い
く
つ
か
の
類
型
が
あ
る
。
イ
ン
ド
で
は
宗
教
巡

礼
地
と
し
て
発
達
し
た
宗
教
都
市
、
北
イ
ン
ド
、
バ
ラ
ー
ナ
シ
ー
（
旧
ベ
ナ
レ
ス
）
、
通
商
・
金
融
都
市
ボ

ン
ベ
イ
（
現
ム
ン
バ
イ
）
、
政
治
・
行
政
の
中
心
都
市
カ
ル
カ
ッ
タ
（
現
コ
ル
カ
タ
）
な
ど
で
あ
る
。
都
市

の
性
格
が
施
設
や
機
能
の
違
い
を
も
た
ら
す
と
同
時
に
、
そ
こ
に
生
活
す
る
人
々
の
も
ろ
も
ろ
の
「
雑
業
」

を
生
み
出
す
。
こ
れ
が
新
た
に
流
入
す
る
新
規
人
口
、
と
り
わ
け
極
貧
家
庭
の
子
ど
も
達
が
生
き
る
数
少

な
い
生
存
の
道
と
い
っ
て
よ
い
。

　
本
章
は
歴
史
的
に
形
成
さ
れ
、
今
日
で
は
す
で
に
カ
ル
カ
ッ
タ
大
都
市
圏
の
一
部
を
構
成
す
る
に
い
た
っ
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た
シ
ア
ル
ダ
ー
地
区
の
ス
ラ
ム
を
ひ
と
つ
の
事
例
と
し
て
と
り
あ
げ
る
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
こ
と
は
、

①
こ
の
ス
ラ
ム
移
住
者
と
既
定
住
者
と
の
あ
い
だ
を
隔
て
る
出
身
地
文
化
の
壁
が
歴
史
的
経
緯
の
な
か
で

形
成
さ
れ
た
こ
と
、
そ
の
た
め
に
②
ス
ラ
ム
の
内
側
に
居
住
す
る
子
ど
も
達
を
孤
立
・
疎
外
さ
せ
、
カ
ル

カ
ッ
タ
市
民
と
し
て
、
ま
た
同
じ
ベ
ン
ガ
ル
人
と
し
て
の
教
育
の
機
会
を
著
し
く
阻
害
し
て
い
る
こ
と
、
そ

し
て
③
こ
の
孤
立
社
会
に
生
き
る
子
ど
も
の
労
働
を
外
部
か
ら
の
搾
取
の
圧
力
か
ら
解
き
放
つ
手
段
の
な

い
ま
ま
、
下
請
け
労
働
と
い
う
名
目
の
児
童
労
働
が
日
常
化
し
て
い
る
現
実
が
あ
る
。
カ
ル
カ
ッ
タ
と
い

う
都
市
も
ま
た
、「
児
童
労
働
の
地
」
で
あ
り
続
け
る
の
で
あ
る
。

　
叙
述
は
わ
た
く
し
が
生
活
体
験
を
も
つ
一
九
六
〇
〜
六
二
年
の
カ
ル
カ
ッ
タ
を
回
想
し
、
い
く
つ
か
の

ス
ラ
ム
形
成
期
か
ら
今
日
に
い
た
る
間
の
ス
ラ
ム
定
着
と
そ
の
特
徴
を
考
察
す
る
。
ス
ラ
ム
形
成
の
歴
史

的
背
景
、
社
会
的
・
経
済
的
特
徴
な
ど
の
理
解
が
、
な
ぜ
、
子
ど
も
は
働
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
か
、
な
ぜ
、

親
は
学
校
で
は
な
く
働
く
こ
と
を
子
ど
も
に
求
め
る
の
か
、
な
ど
の
問
題
を
考
え
る
た
め
の
大
切
な
前
提

条
件
と
な
る
。
そ
の
う
え
で
、
わ
た
く
し
自
身
が
一
九
九
一
年
以
降
七
年
間
に
わ
た
っ
て
毎
年
訪
問
・
調

査
を
行
っ
た
ス
ラ
ム
の
一
つ
、
シ
ア
ル
ダ
ー
駅
近
く
に
広
が
る
テ
ィ
ル
ジ
ャ
ラ
地
区
に
見
た
「
ス
ラ
ム
の

な
か
の
教
育
と
労
働
」
の
現
状
を
紹
介
す
る
。
主
た
る
テ
ー
マ
は
都
市
に
お
け
る
「
ス
ラ
ム
内
児
童
労
働
」

の
搾
取
構
造
に
関
す
る
興
味
深
い
事
例
で
あ
る
。
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二
　
カ
ル
カ
ッ
タ
の
ス
ラ
ム
形
成
―――
内
側
か
ら
の
観
察
と
体
験

　
カ
ル
カ
ッ
タ
は
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
時
代
（
一
六
九
〇
〜
一
八
五
八
）
、
大
英
帝
国
第
二
の
首
座
都

市
、「
宮
殿
の
街
」
（C

ity
ofPalaces

）
と
呼
ば
れ
た
。
一
八
世
紀
後
半
、
カ
ル
カ
ッ
タ
を
訪
れ
た
イ
ギ
リ

ス
人
の
画
家
・
旅
行
家
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
・
ホ
ッ
ジ
ス
（W

illiam
H

odges,R
.A

）
は
当
時
、
ロ
ン
ド
ン
を
凌

駕
す
る
白
亜
の
建
造
物
群
を
そ
の
よ
う
に
表
現
し
た
。
ま
た
、
政
治
、
社
会
、
経
済
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
で

そ
の
ほ
か
の
ど
の
都
市
よ
り
も
「
優
位
性
」
を
誇
る
大
都
市
で
あ
っ
た
、
と
か
れ
は
旅
行
記
の
な
か
で
書

い
て
い
る
。
そ
し
て
、
今
は
、
西
ベ
ン
ガ
ル
の
州
都
、
ス
ラ
ム
の
巣
食
う
「
歓
喜
の
街
」
（C

ity
ofJoy

）
と

呼
ぶ
。
そ
し
て
三
〇
〇
年
の
間
に
幾
た
び
と
な
く
歴
史
の
大
変
動
を
経
験
し
な
が
ら
も
、
人
口
一
千
万
を

超
え
る
巨
大
都
市
圏
へ
と
進
化
を
遂
げ
る
。
二
〇
世
紀
に
入
る
と
、
ベ
ン
ガ
ル
大
飢
饉
（
一
九
四
三
年
）
、

イ
ン
ド
・
パ
キ
ス
タ
ン
分
離
（
一
九
四
七
年
）
、
そ
し
て
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
独
立
戦
争
（
一
九
七
一
年
）
な

ど
、
政
治
と
社
会
の
大
変
動
は
数
百
万
単
位
の
難
民
を
生
み
出
し
、
そ
し
て
吸
収
し
て
き
た
。
二
一
世
紀

の
い
ま
、
す
で
に
人
口
は
一
三
〇
〇
万
人
を
超
え
る
。
ス
ラ
ム
化
し
た
大
都
市
圏
の
今
が
あ
　（

１
）

る
。　

　
カ
ル
カ
ッ
タ
の
ス
ラ
ム
化
現
象
は
、
歴
史
的
に
は
、
一
九
四
三
年
「
ベ
ン
ガ
ル
大
飢
饉
」
に
よ
っ
て
爆
発

的
に
引
き
起
こ
さ
れ
た
。
当
時
、
第
二
次
大
戦
下
の
イ
ン
ド
は
情
報
統
制
下
に
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
ベ
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ン
ガ
ル
農
村
部
を
中
心
に
三
五
〇
万
人
に
及
ぶ
餓
死
者
を
出
し
た
事
実
は
知
ら
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い

わ
れ
て
い
る
。「
ベ
ン
ガ
ル
大
飢
饉
」
と
歴
史
に
刻
ま
れ
た
悲
惨
な
で
き
ご
と
が
カ
ル
カ
ッ
タ
・
ス
ラ
ム
の

形
成
と
表
裏
の
関
係
に
あ
る
こ
と
を
知
る
の
は
わ
た
く
し
が
一
九
六
〇
〜
六
二
年
、
イ
ン
ド
統
計
研
究
所

（Indian
StatisticalInstitute

）
（
現
在
国
立
大
学
院
）
の
客
員
リ
サ
ー
チ
・
フ
ェ
ロ
ー
と
し
て
カ
ル
カ
ッ
タ

に
滞
在
し
て
い
た
と
き
の
こ
と
で
あ
る
。
二
〇
世
紀
前
半
の
ベ
ン
ガ
ル
が
生
ん
だ
知
性
と
評
さ
れ
る
統
計

学
者
Ｐ
・
Ｃ
・
マ
ハ
ラ
ー
ノ
ビ
ス
（P.C

.M
ahalanobis

）
が
研
究
所
所
長
で
あ
る
。
当
時
、
Ｊ
・
ネ
ル
ー

首
相
の
ブ
レ
ー
ン
と
し
て
第
二
次
五
ヵ
年
計
画
の
作
成
に
当
た
り
、
そ
の
理
論
貢
献
は
多
く
の
海
外
学
者

を
カ
ル
カ
ッ
タ
に
引
き
寄
せ
た
。
あ
る
と
き
、
研
究
所
敷
地
内
の
私
邸
に
招
待
さ
れ
た
。
推
計
学
の
権
威

（
故
）
増
山
元
二
郎
先
生
を
迎
え
て
の
夕
食
会
で
あ
る
。
も
う
一
人
、
所
長
夫
妻
と
親
し
げ
に
会
話
を
交
わ

し
て
い
る
一
人
の
若
い
イ
ン
ド
人
研
究
者
が
い
た
。
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
ト
リ
ニ
テ
ィ
・
カ
レ
ッ
ジ

（Trinity
C

ollege

）
在
籍
中
で
カ
ル
カ
ッ
タ
郊
外
の
ジ
ョ
ド
ゥ
プ
ー
ル
大
学
（Jadavpur

）
経
済
学
部
教
授

と
自
己
紹
介
を
受
け
た
記
憶
が
あ
る
。
そ
の
人
は
後
に
ア
マ
ル
テ
ィ
ア
・
セ
ン
（A

m
artya

Sen

）
と
知
る
。

「
ベ
ン
ガ
ル
大
飢
饉
」
の
話
題
が
で
た
。
わ
た
く
し
は
ま
っ
た
く
の
無
知
で
あ
っ
た
。
第
二
次
大
戦
中
の
英

領
イ
ン
ド
の
で
き
ご
と
で
も
あ
り
そ
の
事
実
を
知
る
よ
し
も
な
い
。
当
時
、
カ
ル
カ
ッ
タ
の
港
湾
施
設
は

旧
日
本
空
軍
の
爆
撃
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
、
船
舶
等
の
運
送
手
段
が
壊
滅
的
打
撃
を
受
け
て
い
た
と
い
う
。
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「
ベ
ン
ガ
ル
大
飢
饉
」
は
米
・
穀
類
等
の
絶
対
量
の
不
足
か
ら
で
は
な
く
、
ビ
ル
マ
（
現
ミ
ャ
ン
マ
ー
）
か
ら

の
輸
入
米
を
内
陸
部
へ
輸
送
す
る
手
段
が
破
壊
さ
れ
た
こ
と
が
主
た
る
原
因
だ
と
い
う
。
大
飢
饉
は
人
々

の
想
像
を
絶
す
る
規
模
で
ベ
ン
ガ
ル
農
村
部
を
襲
い
、
多
数
の
村
が
消
滅
す
る
な
ど
餓
死
者
の
屍
累
々
の

惨
状
で
あ
っ
た
こ
と
を
聞
か
さ
れ
た
。
所
長
Ｐ
・
Ｃ
・
マ
ハ
ラ
ー
ノ
ビ
ス
教
授
は
こ
れ
を
人
災
と
と
ら
え

た
。
戦
時
下
と
い
う
情
勢
を
考
慮
し
て
も
な
お
、
問
わ
れ
る
べ
き
こ
と
は
餓
死
迫
る
数
百
万
人
の
農
民
に

対
す
る
英
領
イ
ン
ド
の
為
政
者
や
都
市
住
民
の
無
関
心
、
米
穀
取
引
商
人
の
貪
欲
な
買
占
め
な
ど
が
も
た

ら
し
た
、
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
教
授
は
推
計
学
の
手
法
を
使
っ
て
「
大
飢
饉
発
生
の
周
期
性
」
を
、
医

学
者
の
グ
ル
ー
プ
は
「
ベ
ン
ガ
ル
人
の
、
大
飢
饉
に
よ
る
体
力
劣
化
の
数
量
的
・
統
計
的
研
究
、
将
来
に

及
ぼ
す
影
響
」
を
、
ま
た
、
経
済
計
画
の
グ
ル
ー
プ
は
「
飢
饉
と
人
間
生
存
の
最
低
条
件
」
な
ど
重
点
的
に

研
究
を
す
す
め
た
。「
ベ
ン
ガ
ル
大
飢
饉
」
を
学
問
研
究
の
世
界
に
取
り
込
ん
だ
も
う
一
人
の
若
い
研
究
者

が
い
た
。
カ
ル
カ
ッ
タ
大
学
プ
レ
ジ
デ
ン
シ
ー
・
カ
レ
ッ
ジ
（P

residency
C

ollege

）
を
卒
業
し
、
そ
の
後
、

オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
ト
リ
ニ
テ
ィ
ー
・
カ
レ
ッ
ジ
に
在
籍
中
の
ア
マ
ル
テ
ィ
ア
・
セ
ン
そ
の
人
で
あ

る
。
か
れ
自
身
は
カ
ル
カ
ッ
タ
の
北
シ
ャ
ー
ン
テ
ィ
ニ
ケ
タ
ー
ン
に
生
ま
れ
る
が
（
一
九
三
四
年
）
、
か
れ

の
家
族
や
親
族
は
当
時
、
東
ベ
ン
ガ
ル
、
ダ
ッ
カ
に
生
活
の
拠
点
を
も
ち
、
ベ
ン
ガ
ル
大
飢
饉
や
民
族
大

移
動
の
悲
劇
的
な
出
来
事
を
体
験
す
る
こ
と
に
な
る
。
当
時
、
か
れ
は
十
四
歳
の
少
年
で
あ
っ
た
。
か
れ
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の
研
究
は
後
に
、
ノ
ー
ベ
ル
経
済
学
賞
を
受
賞
す
る
こ
と
に
な
る
。
か
れ
は
若
き
日
の
「
貧
困
研
究
」
を

通
じ
て
「
人
間
能
力
平
等
主
義
」
の
信
念
を
固
め
、
人
々
が
持
つ
天
賦
の
能
力
を
阻
害
す
る
「
機
会
の
欠

乏
・
喪
失
」
こ
そ
貧
困
の
元
凶
だ
と
い
う
考
え
に
い
た
っ
た
。「
ベ
ン
ガ
ル
の
大
飢
饉
」
か
ら
学
ん
だ
教
訓

の
一
つ
で
あ
　（

２
）

る
。　三

　
一
九
六
〇
年
代
の
カ
ル
カ
ッ
タ

　
と
こ
ろ
で
、
ベ
ン
ガ
ル
大
飢
饉
に
つ
づ
い
て
、
イ
ン
ド
・
パ
キ
ス
タ
ン
分
離
・
独
立
（
一
九
四
七
年
）
に

と
も
な
う
民
族
大
移
動
と
難
民
流
入
な
ど
、
た
び
重
な
る
大
変
動
の
直
撃
を
う
け
た
カ
ル
カ
ッ
タ
は
そ
の

つ
ど
、
不
死
鳥
の
よ
う
に
崩
壊
し
つ
つ
あ
る
都
市
機
能
を
蘇
ら
せ
、
そ
の
都
市
空
間
は
東
西
南
北
の
全
方

位
へ
と
拡
大
を
続
け
た
。
わ
た
く
し
は
一
九
六
〇
〜
六
二
年
カ
ル
カ
ッ
タ
滞
在
中
、
カ
ル
カ
ッ
タ
を
襲
っ

た
大
量
難
民
の
ス
ラ
ム
化
現
象
の
余
波
が
い
ま
だ
収
束
す
る
気
配
が
な
い
こ
ろ
、
カ
ル
カ
ッ
タ
の
居
住
者

と
し
て
の
生
活
体
験
を
も
つ
こ
と
が
で
き
た
。
カ
ル
カ
ッ
タ
北
部
に
集
中
す
る
ビ
ク
ト
リ
ア
様
式
の
建
造

物
の
数
々
は
崩
壊
寸
前
の
あ
り
さ
ま
で
あ
っ
た
。
市
中
央
部
に
は
一
九
世
紀
「
ベ
ン
ガ
ル
・
ル
ネ
ッ
サ
ン

ス
」
を
支
え
た
教
育
、
演
劇
、
社
交
な
ど
の
施
設
・
建
物
、
す
べ
て
が
そ
の
生
気
を
失
い
、
朽
ち
果
て
よ
う
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と
し
て
い
る
。
建
物
も
、
道
路
や
小
道
も
、
一
寸
の
隙
間
も
な
い
ほ
ど
人
間
が
支
配
し
、
や
せ
細
っ
た
老
牛

と
必
死
の
生
存
競
争
を
し
て
い
る
。
こ
れ
が
わ
た
く
し
の
目
に
映
っ
た
ス
ラ
ム
の
街
で
あ
る
。
し
か
し
あ

る
と
き
、
居
住
環
境
と
い
う
都
市
の
「
形
」
だ
け
に
と
ら
わ
れ
て
い
た
自
分
の
視
野
の
狭
さ
に
気
づ
い
た
。

ス
ラ
ム
の
町
に
は
宗
教
対
立
や
民
族
紛
争
の
悲
劇
を
辛
う
じ
て
生
き
延
び
た
人
々
の
生
活
史
が
あ
り
、
そ

こ
に
は
人
間
が
生
み
出
す
新
た
な
文
化
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
た
の
で
あ
る
。
研
究
所
の
所
在
地
バ
ラ
ッ

ク
プ
ル
・
ト
ラ
ン
ク
・
ロ
ー
ド
（B

arruckpur
Trunk

R
oad

）
は
ガ
ン
ジ
ス
川
支
流
フ
グ
リ
ー
河
（H

ooghly

）

の
東
岸
、
カ
ル
カ
ッ
タ
郊
外
を
南
北
に
走
る
幹
線
道
路
で
あ
る
【
写
真
番
号05

011

】
。

　
そ
の
沿
道
両
側
を
テ
ン
ト
小
屋
が
覆
う
よ
う
に
続
く
。
難
民
の
生
き
る
空
間
が
拡
大
し
つ
つ
あ
っ
た
。

古
く
は
一
九
四
三
年
の
大
飢
饉
に
よ
っ
て
村
を
追
わ
れ
た
西
ベ
ン
ガ
ル
や
近
接
す
る
ビ
ハ
ー
ル
州
農
民
達

が
い
る
。
多
く
は
、
一
九
四
七
年
の
イ
ン
ド
・
パ
キ
ス
タ
ン
分
離
に
と
も
な
う
民
族
大
移
動
に
よ
っ
て
故

郷
の
地
を
追
わ
れ
た
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
徒
達
で
あ
る
。
カ
ル
カ
ッ
タ
の
町
に
入
る
こ
と
か
な
わ
ず
、
移
動
の

途
中
、
つ
い
に
歩
み
を
止
め
、
路
上
に
根
を
下
ろ
し
た
無
一
文
の
農
民
家
族
で
あ
っ
た
。
こ
の
光
景
は
わ

た
く
し
の
滞
在
中
、
二
年
間
変
わ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
【
写
真
番
号05

009

】
。

　
わ
た
く
し
の
ス
ラ
ム
を
見
る
目
は
変
わ
っ
た
。
そ
し
て
、
二
つ
の
発
見
が
あ
っ
た
。
一
つ
は
、「
カ
ル

カ
ッ
タ
の
聖
牛
論
争
」。
二
つ
は
「
カ
ル
カ
ッ
タ
の
精
神
風
土
―――
混
濁
と
秩
序
の
共
存
」。
そ
の
き
っ
か
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け
は
Ｐ
・
Ｃ
・
マ
ハ
ラ
ー
ノ
ビ
ス
教
授
主
催
の
夕
食
会
で
の
談
論
に
始
ま
る
。
わ
た
く
し
は
帰
国
後
に
記

し
た
小
著
『
イ
ン
ド
の
経
営
者
』
（
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
、
一
九
六
六
）
の
な
か
で
当
時
の
様
子
を
つ
ぎ
の

よ
う
に
記
し
た
。

　
　
　
　
　
＊
　
　
　
＊
　
　
　
＊

　
ベ
ン
ガ
ル
特
有
の
む
し
暑
い
モ
ン
ス
ー
ン
の
季
節
が
や
が
て
終
わ
ろ
う
と
す
る
一
九
六
〇
年
九
月
ご
ろ

で
あ
っ
た
。
わ
た
く
し
が
滞
在
し
て
い
た
カ
ル
カ
ッ
タ
の
イ
ン
ド
統
計
研
究
所
に
は
、
か
つ
て
イ
ン
ド
の

第
二
次
五
ヵ
年
計
画
草
案
の
作
成
に
協
力
し
た
西
欧
の
一
流
経
済
学
者
が
集
ま
っ
て
い
た
。
あ
る
日
所
長

の
マ
ハ
ラ
ー
ノ
ビ
ス
教
授
の
私
邸
で
遠
来
の
客
を
迎
え
、
盛
大
な
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
開
か
れ
た
。
…
…
教

授
夫
妻
を
囲
ん
で
世
界
中
か
ら
一
堂
に
会
し
た
著
名
な
学
者
達
の
歓
談
が
は
じ
ま
っ
た
。
た
ま
た
ま
話
題

は
、
イ
ン
ド
人
の
栄
養
水
準
の
問
題
に
な
っ
た
。
西
欧
の
あ
る
学
者
は
、
マ
ハ
ラ
ー
ノ
ビ
ス
教
授
に
質
問

と
い
う
よ
り
批
判
め
い
た
意
見
を
も
ら
し
た
。

　
「
な
ぜ
カ
ル
カ
ッ
タ
の
町
を
〝
放
浪
〞
し
て
い
る
牛
を
食
用
に
し
な
い
の
か
。
も
し
、
こ
れ
を
食
肉
に

す
れ
ば
、
カ
ロ
リ
ー
摂
取
量
は
相
当
高
ま
る
の
で
は
な
い
か
。
生
き
る
か
死
ぬ
か
の
極
限
状
況
に
あ
っ
て
、

宗
教
上
の
理
由
で
牛
を
食
わ
な
い
と
い
う
の
は
理
解
に
苦
し
む
」
と
。
教
授
は
お
も
む
ろ
に
、「
あ
な
た
の
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言
わ
れ
る
こ
と
は
よ
く
わ
か
る
。
し
か
し
、
も
し
時
間
が
あ
れ
ば
町
に
出
て
牛
の
あ
と
を
つ
け
て
み
な
さ

い
。
町
の
往
来
に
た
む
ろ
す
る
無
数
の
や
せ
こ
け
た
牛
も
、
夕
方
に
な
れ
ば
ビ
ル
の
そ
こ
こ
こ
に
住
む
持

ち
主
の
と
こ
ろ
に
帰
る
。
食
物
が
与
え
ら
れ
、
牛
乳
が
し
ぼ
ら
れ
る
。
家
族
の
た
め
に
牛
乳
を
補
給
す
る

大
事
な
牛
で
あ
り
、
財
産
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
で
し
ょ
う
。
こ
の
や
せ
細
っ
た
牛
も
そ
れ
ぞ
れ
大
切
な

役
目
を
背
負
っ
て
い
る
の
で
す
」
と
。
こ
の
聖
牛
論
争
で
は
、
西
欧
の
経
済
学
者
の
説
く
経
済
的
合
理
主

義
は
、
イ
ン
ド
人
の
複
雑
で
そ
れ
な
り
に
十
分
根
拠
の
あ
る
社
会
生
活
の
秩
序
と
そ
の
仕
組
み
を
理
解
で

き
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
＊
　
　
　
＊
　
　
　
＊

　
そ
の
経
済
学
者
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
、
Ｍ
・
カ
レ
ッ
キ
（M

.K
alecki

）
、
六
〇
年
代
の
開
発
論
を
リ
ー
ド

し
た
社
会
主
義
経
済
学
者
で
あ
っ
た
。
マ
ハ
ラ
ー
ノ
ビ
ス
教
授
は
「
追
い
つ
き
、
追
い
越
せ
」
の
急
速
な

工
業
化
を
追
求
す
る
立
場
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
こ
の
東
欧
の
経
済
学
者
は
国
民
一
人
ひ
と
り
の
富

の
豊
か
さ
、
そ
し
て
分
配
の
公
正
を
最
大
の
価
値
と
考
え
る
社
会
主
義
経
済
思
想
の
持
ち
主
と
し
て
知
れ

る
。
談
論
に
は
そ
の
ほ
か
に
イ
ギ
リ
ス
人
の
Ｔ
・
バ
ロ
ー
（T.B

alogh

）
や
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
の
Ｉ
・
サ
フ
ス

（Ignacy
Sachs

）
な
ど
、
戦
後
、
黎
明
期
の
開
発
論
に
名
を
残
す
碩
学
の
顔
が
あ
っ
た
。
初
め
て
訪
れ
た
カ
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コルカタ市街地図

ハウラー橋

　　　　フ　ー　グ　リ　川

Kalighat

Tollygunge
Jadabpur 

Tiljala
調査対象スラム

Fort William

ソルトレイクシティハウラー
中央駅

ハウラー

ハウラー地区
スラム　　　　　　　　　

北部地区
スラム　　　　　　　　　

サウスダムダム

ハウラー
ハウラー橋

ハウラー
中央駅

シアルダー駅

北部地区
スラム　　　　　　　　　

ハウラー地区
スラム　　　　　　　　　

ソルトレイクシティ

サウスダムダム

Tiljala
調査対象スラム

シアルダー駅地区
スラム
（東側の低湿地帯にも
拡大している）

Kalighat

Fort William

Tollygunge
Jadabpur 

　　　　フ　グ　リ　ー　川

ル
カ
ッ
タ
の
悲
惨
な
現
実
を
み
て
言
葉
を
失
っ
て
い

る
か
の
よ
う
で
あ
り
、
終
始
、
議
論
を
聞
く
側
に
沈

黙
し
て
い
た
。

　
二
つ
目
の
発
見
は
カ
ル
カ
ッ
タ
の
精
神
風
土
に
つ

い
て
の
解
釈
で
あ
る
。
カ
ル
カ
ッ
タ
探
訪
で
歴
史
の

証
人
、
古
色
蒼
然
と
し
た
グ
レ
ー
ト
イ
ー
ス
タ
ン
ホ

テ
ル
に
束
の
間
の
休
息
を
と
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
当

時
、「
飲
酒
許
可
書
」
を
も
つ
外
国
人
だ
け
に
許
さ
れ

た
バ
ー
が
こ
こ
に
あ
る
。
一
九
世
紀
半
ば
、
反
カ
ー

ス
ト
運
動
に
身
を
投
じ
た
、
ブ
ラ
ー
マ
ン
（
カ
ー
ス

ト
階
層
の
最
高
位
に
位
置
す
る
人
）
の
若
き
ベ
ン
ガ

ル
人
が
こ
よ
な
く
愛
し
た
、「
ビ
ー
フ
と
ワ
イ
ン
」
を

提
供
す
る
レ
ス
ト
ラ
ン
が
あ
る
。
当
時
は
ウ
ィ
ル
ソ

ン
ホ
テ
ル
と
よ
ば
れ
て
い
た
（Sam

aren
R

oy

前
掲
書

一
二
ペ
ー
ジ
）
。
伝
統
的
な
ベ
ン
ガ
ル
ブ
ラ
ー
マ
ン
の
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戒
律
を
破
っ
た
若
者
の
一
群
が
こ
こ
イ
ギ
リ
ス
人
の
集
う
場
所
に
食
を
と
も
に
し
た
と
い
う
秘
話
を
知
っ

た
。
こ
れ
に
感
動
を
覚
え
た
記
憶
は
い
ま
も
、
こ
の
由
緒
あ
る
ホ
テ
ル
に
宿
泊
す
る
た
び
に
よ
み
が
え
る
。

　
カ
ル
カ
ッ
タ
の
精
神
風
土
に
は
伝
統
と
改
革
、
漸
進
主
義
と
急
進
主
義
、
精
神
主
義
と
世
俗
主
義
が
い

わ
ば
混
濁
の
渦
と
な
っ
て
今
に
生
き
続
い
て
い
る
。
そ
し
て
、
秩
序
的
と
も
思
え
る
定
常
状
態
を
作
り
出

し
て
い
る
。
今
も
理
解
が
で
き
な
い
市
街
地
風
景
が
あ
る
。
長
い
年
月
を
へ
て
も
、
わ
た
く
し
の
脳
裏
に

残
像
と
し
て
消
え
る
こ
と
は
な
い
。
そ
れ
は
、
一
年
中
毎
日
の
よ
う
に
、
場
所
を
選
ぶ
こ
と
な
く
繰
り
広

げ
ら
れ
る
市
民
や
労
働
者
の
賃
上
げ
要
求
の
デ
モ
行
進
で
あ
る
。
そ
し
て
、
平
然
と
し
て
こ
れ
を
無
視
す

る
州
の
共
産
党
政
権
の
存
在
が
あ
る
。
カ
ル
カ
ッ
タ
は
デ
モ
行
進
の
街
と
も
言
わ
れ
た
ほ
ど
の
混
沌
が
み

な
ぎ
る
都
会
で
も
あ
る
。
そ
の
こ
ろ
、
市
街
地
の
南
部
郊
外
地
区
で
は
ス
ラ
ム
居
住
地
の
土
地
所
有
権
を

め
ぐ
る
争
い
が
熾
烈
を
極
め
、
騒
然
と
し
た
日
々
が
続
い
た
。
歴
史
上
、
世
界
に
そ
の
類
を
見
な
い
大
規

模
な
「
民
族
大
移
動
」
の
舞
台
、
そ
れ
か
ら
わ
ず
か
十
年
し
か
た
た
な
い
時
期
に
わ
た
く
し
は
、
市
街
地

の
混
迷
と
は
無
縁
の
静
か
な
研
究
所
の
な
か
で
生
活
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
ス
ラ
ム
一
帯
に
は
難
民
の
生

と
死
の
闘
い
が
あ
っ
た
こ
ろ
の
話
で
あ
る
。
依
然
と
し
て
世
情
不
安
の
漂
う
時
期
で
あ
っ
た
。

　
カ
ル
カ
ッ
タ
市
街
地
と
フ
グ
リ
ー
西
岸
の
ハ
ウ
ラ
ー
地
区
を
架
け
る
壮
大
な
ハ
ウ
ラ
ー
橋
（H

ow
rha

B
ridge

）
と
近
接
す
る
ハ
ウ
ラ
ー
中
央
駅
（H

ow
rha

R
ailw

ay
Station

）
は
都
市
「
児
童
労
働
の
地
」
の
イ
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コ
ン
と
映
る
。「
ベ
ン
ガ
ル
大
飢
饉
」
か
ら
追
わ
れ
た
ベ
ン
ガ
ル
や
ビ
ハ
ー
ル
の
農
民
の
終
着
駅
で
あ
り
、

ス
ラ
ム
へ
向
か
う
新
た
な
る
道
の
出
発
点
と
な
る
。
か
れ
ら
の
目
に
は
確
か
な
生
存
が
約
束
さ
れ
た「
聖
画

像
」と
映
っ
た
に
違
い
な
い
。
い
ま
も
経
済
難
民
の
流
れ
は
続
く
【
写
真
番
号05

038

】
。

　
作
家
ド
ミ
ニ
ク
・
ラ
ピ
エ
ー
ル
（D

om
inique

Lapierre

）
が
描
い
た
ノ
ン
・
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
『
歓
喜
の
街
』

（C
ity

ofJoy
）の
舞
台
と
な
る
ハ
ウ
ラ
ー
地
区
ス
ラ
ム
街
が
す
ぐ
そ
こ
に
あ
る
。

　
三
〇
〇
年
前
「
宮
殿
の
街
」
と
形
容
さ
れ
た
市
街
地
の
中
心
部
を
歴
史
探
訪
す
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
。

　
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
の
官
吏
や
商
人
が
住
処
と
し
た
白
亜
の
殿
堂
の
数
々
、
今
は
主
人
公
が
イ
ン

ド
人
に
入
れ
代
わ
っ
た
だ
け
の
統
治
の
館
と
な
る
。
こ
れ
と
対
照
的
な
光
景
が
東
側
一
帯
に
広
が
る
。
シ

ア
ル
ダ
ー
駅
舎
（Sealdha

R
ailw

ay
Station

）
と
操
車
場
に
近
接
し
て
広
大
な
居
住
区
が
あ
る
。
そ
の
地

域
一
帯
は
ソ
ル
ト
レ
イ
ク
と
よ
ば
れ
る
低
湿
地
の
荒
廃
地
、
こ
こ
に
カ
ル
カ
ッ
タ
最
大
規
模
の
ス
ラ
ム
街

が
あ
る
。
正
確
に
言
う
と
、
一
九
四
七
年
の
民
族
大
移
動
に
よ
っ
て
流
入
し
た
難
民
の
仮
設
の
収
容
施
設

が
設
け
ら
れ
た
広
大
な
地
域
で
あ
る
。
難
民
は
現
在
の
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
国
境
に
沿
う
狭
軌
鉄
道
を
使
い
、

あ
る
い
は
徒
歩
で
バ
ラ
ッ
ク
ポ
ー
ル
幹
線
道
路
を
南
下
し
、
や
っ
と
の
思
い
で
生
活
の
居
を
見
つ
け
た
幸

運
な
人
達
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
ス
ラ
ム
街
を
作
り
上
げ
た
の
で
あ
る
。
一
九
五
〇
年
、
マ
ザ
ー
テ
レ
サ
修

道
女
は
「
神
の
愛
の
宣
教
者
会
」
（The

C
harity

ofM
ission

）
を
設
立
、
こ
の
地
に
難
民
救
済
の
事
業
を
進
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写真：カルカッタシアルダー地区ティルジャラ・スラム
撮影：筆者【写真番号 05 034】

め
て
い
た
。

　
カ
ル
カ
ッ
タ
市
街
地
の
南
、
バ
リ
ガ
ン
ジ
（B

ul-

liganji

）
一
帯
に
は
新
し
く
宅
地
造
成
が
進
ん
で
い

る
新
開
地
が
あ
る
。
当
時
の
英
字
紙
は
毎
日
の
よ

う
に
、
こ
こ
ス
ラ
ム
の
地
に
土
地
を
め
ぐ
る
騒
動

や
犯
罪
事
件
が
頻
発
し
て
い
る
こ
と
を
伝
え
て
い

た
。
危
険
地
帯
で
あ
る
。
わ
た
く
し
は
研
究
所
の

友
人
と
一
緒
に
こ
の
地
を
歩
い
た
こ
と
が
あ
る
。

住
民
の
鋭
い
ま
な
ざ
し
は
外
部
か
ら
の
侵
入
者
に

対
す
る
敵
意
と
も
感
じ
さ
せ
る
警
戒
心
に
あ
ふ
れ

る
。
居
住
環
境
も
治
安
も
極
度
に
悪
く
、
想
像
を

絶
す
る
世
界
に
身
の
震
え
る
思
い
を
し
た
記
憶
が

残
る
。
イ
ン
ド
独
立
の
前
年
、
一
九
四
六
年
八
月

一
六
日
、「
カ
ル
カ
ッ
タ
の
大
殺
戮
」
（The

G
reat

C
alcutta

K
illing

）
が
行
わ
れ
た
舞
台
を
見
た
。
難
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民
が
定
着
し
て
わ
ず
か
十
数
年
経
過
し
た
時
期
で
あ
る
。

四
　
一
九
九
〇
年
代
の
カ
ル
カ
ッ
タ

　
今
、
カ
ル
カ
ッ
タ
は
大
都
会
に
根
付
い
た
「
児
童
労
働
の
地
」
で
あ
る
。
ス
ラ
ム
と
い
う
居
住
空
間
に

生
き
る
家
族
と
子
ど
も
が
い
る
。
路
上
に
姿
を
み
せ
る
雑
業
の
子
ど
も
は
ス
ト
リ
ー
ト
・
チ
ル
ド
レ
ン
の

レ
ッ
テ
ル
が
は
ら
れ
る
。
居
住
は
ス
ラ
ム
地
区
、
両
親
や
家
族
と
同
じ
居
住
の
場
が
あ
る
。
日
中
の
労
働
・

作
業
の
場
が
路
上
に
あ
る
と
い
う
。
ス
ラ
ム
を
構
成
す
る
の
は
家
族
で
あ
る
。
こ
の
単
純
で
あ
る
が
、
重

要
な
視
点
を
わ
た
く
し
に
あ
ら
た
め
て
確
認
さ
せ
た
の
は
あ
る
ビ
ハ
ー
ル
出
身
の
家
族
と
の
出
会
い
で
あ

る
。
外
国
人
の
目
に
は
見
え
な
い
ス
ラ
ム
の
内
な
る
世
界
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ

は
都
市
空
間
の
内
部
に
持
ち
込
ま
れ
た
伝
統
の
農
村
生
活
の
姿
を
見
た
と
き
で
あ
る
。
一
九
九
〇
年
代
は

じ
め
、
最
初
に
訪
ね
た
ス
ラ
ム
は
市
街
地
の
北
に
あ
る
小
規
模
な
居
住
空
間
。
ビ
ハ
ー
ル
出
身
の
住
民
が

定
着
し
た
一
帯
で
あ
る
。
か
れ
ら
は
一
九
四
七
年
「
民
族
大
移
動
」
の
流
れ
に
先
立
つ
、
一
九
四
三
年
「
ベ

ン
ガ
ル
大
飢
饉
」
が
生
み
出
し
た
難
民
家
族
の
第
二
、
第
三
世
代
と
思
わ
れ
る
。
住
居
は
ベ
ン
ガ
ル
の
ど

こ
に
で
も
あ
る
農
家
の
住
ま
い
。
わ
ら
ぶ
き
屋
根
、
外
壁
は
カ
ウ
ダ
ン
（
乾
燥
牛
糞
）
を
塗
り
込
み
、
白
色
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写真：マドゥーバニ民俗画手漉き紙（乾燥牛糞処理、サイズ 53×72 cm）
作品：「乳牛の尊崇」（Veneration of Mother Cow）
画家：Vidya Devi and Dhirendra Jha
提供：Exotic India 画廊

の
染
料
で
塗
装
し
た
家
屋
が
あ
る
。
入
り
口

は
褐
色
の
カ
ウ
ダ
ン
で
堅
く
固
め
ら
れ
た
ス

レ
ー
ト
状
の
、
光
沢
に
輝
く
足
踏
み
場
が
あ

る
。
外
壁
に
は
花
・
鳥
の
絵
一
対
が
描
か
れ

て
い
る
。
室
内
に
は
土
間
の
上
に
竹
製
ベ
ッ

ド
二
対
と
料
理
道
具
一
式
の
棚
だ
け
の
家
財

道
具
が
あ
る
。
そ
し
て
、
壁
に
は
厚
紙
に
書

か
れ
た
絵
が
一
枚
、神
話
の
神
々
が
描
か
れ
て

い
る
。
こ
れ
は
ビ
ハ
ー
ル
州
北
部
マ
ド
ゥ
ー

バ
ニ
県
（M

adhubani

）
の
伝
統
的
な
農
村
婦

人
の
民
俗
画
だ
と
聞
く
。
こ
の
光
景
は
わ
た

く
し
の
遠
い
記
憶
を
呼
び
覚
ま
し
た
。
再
び
、

一
九
六
一
年
、
北
部
ビ
ハ
ー
ル
州
の
調
査
旅

行
の
記
憶
が
よ
み
が
え
る
。

　
わ
た
く
し
の
宿
舎
イ
ン
ド
統
計
研
究
所
ゲ
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ス
ト
・
ハ
ウ
ス
の
滞
在
客
の
一
人
、
ビ
ハ
ー
ル
州
政
府
次
官
補
・
統
計
局
長
ラ
ー
ル
氏
（Lal

）
と
懇
意
に

な
っ
た
。
わ
た
く
し
は
当
時
一
緒
だ
っ
た
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
図
書
資
料
部
（
故
）
松
谷
賢
二
郎
氏
の
資
料

収
集
活
動
に
加
わ
り
、
ビ
ハ
ー
ル
州
政
府
の
資
料
収
集
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
統
計
局
長
に
相
談
す
る

と
快
く
便
宜
供
与
を
約
束
し
て
く
れ
た
。
州
都
パ
ト
ナ
ー
市
の
政
府
出
版
物
倉
庫
に
入
り
、
二
人
で
手
当

た
り
し
だ
い
政
府
刊
行
物
を
選
別
し
た
。
長
い
年
月
埃
に
埋
も
れ
て
い
た
二
〇
世
紀
初
頭
の
国
勢
調
査
統

計
類
、Im

perialG
azetteer

（
地
誌
）
、
地
方
誌
な
ど
を
集
め
た
。
な
か
に
は
二
〇
世
紀
初
め
当
時
の
イ
ギ

リ
ス
人
行
政
官
（
民
俗
学
者
）
が
書
い
た
北
ビ
ハ
ー
ル
地
域
の
民
俗
史
の
本
が
あ
っ
た
。
驚
い
た
こ
と
に
す

べ
て
の
政
府
刊
行
物
は
出
版
時
の
定
価
わ
ず
か
数
ル
ピ
ー
で
買
う
こ
と
が
で
き
た
。
統
計
局
長
の
自
宅
に

招
待
を
う
け
た
。
そ
こ
で
わ
た
く
し
は
一
つ
の
発
見
を
し
た
。
壁
に
か
か
っ
た
一
枚
の
絵
に
吸
い
込
ま
れ

る
よ
う
に
見
入
っ
た
。
農
村
風
景
を
描
い
た
素
朴
で
、
し
か
も
力
強
い
タ
ッ
チ
の
デ
ッ
サ
ン
風
の
絵
で
あ

る
。
説
明
に
よ
る
と
こ
れ
は
ビ
ハ
ー
ル
州
の
北
部
、
ネ
パ
ー
ル
国
境
ま
で
お
よ
そ
三
〇
キ
ロ
の
マ
ド
ゥ
ー

バ
ニ
県
の
農
村
婦
人
が
描
く
伝
統
的
な
絵
だ
と
い
う
。
わ
た
く
し
は
パ
ト
ナ
ー
市
で
の
資
料
収
集
の
あ
と

に
北
ビ
ハ
ー
ル
を
訪
ね
る
予
定
が
あ
っ
た
。
わ
た
く
し
の
目
的
地
は
Ｍ
・
ガ
ン
デ
ィ
ー
の
指
導
し
た
「
小

作
料
引
き
下
げ
の
大
衆
運
動
」
の
舞
台
、
チ
ャ
ン
パ
ラ
ン
（C

ham
paran

）
。
統
計
局
長
の
取
り
計
ら
い
に

よ
っ
て
全
行
程
公
用
車
の
提
供
を
受
け
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
宿
泊
地
点
で
は
公
務
員
用
巡
回
宿
舎
、
サ
ー
キ
ッ
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ト
・
ハ
ウ
ス
（C

ircuitH
ouse

）
の
手
配
な
ど
、
ト
ッ
プ
の
一
声
が
す
べ
て
を
即
決
す
る
官
僚
国
家
の
す
ご

さ
を
知
る
こ
と
に
な
る
。
局
長
の
薦
め
も
あ
っ
て
途
中
、
ダ
ル
バ
ー
ン
ガ
県
と
も
う
ひ
と
つ
マ
ド
ゥ
ー
バ

ニ
県
の
い
く
つ
か
の
農
村
家
屋
に
足
を
止
め
た
。
後
に
、
こ
の
地
が
独
特
の
農
民
芸
術
を
は
ぐ
く
ん
だ
農

村
地
帯
で
あ
る
こ
と
を
知
る
。
マ
イ
テ
ィ
リ
ー
方
言
（M

aithili

）
と
い
う
ベ
ン
ガ
リ
ー
語
と
並
ぶ
ビ
ハ
ー

リ
ー
諸
方
言
の
言
語
系
統
に
属
す
る
東
部
諸
語
の
一
つ
に
分
類
さ
れ
る
言
葉
が
使
わ
れ
る
。
そ
し
て
民
俗

画
、「
マ
ド
ゥ
ー
バ
ニ
絵
画
」
と
し
て
、
世
界
の
コ
レ
ク
タ
ー
垂
涎
の
絵
画
を
生
み
出
す
土
地
で
あ
る
こ

と
を
知
る
。
そ
れ
は
ず
っ
と
後
の
こ
と
で
あ
る
。
今
は
、
こ
の
地
方
一
帯
を
さ
し
て
「
ミ
テ
ィ
ラ
ー
芸
術
」

の
地
と
呼
ぶ
。
こ
こ
で
の
見
聞
は
強
烈
で
あ
っ
た
。
絵
画
に
つ
い
て
は
無
知
同
然
で
あ
る
が
、
農
村
婦
人

が
生
み
出
す
伝
統
の
力
、
そ
れ
を
守
り
続
け
る
社
会
の
強
靭
性
は
何
に
由
来
す
る
の
だ
ろ
う
か
、
と
考
え

る
よ
う
に
な
っ
た
。
歴
史
に
刻
ま
れ
た
チ
ャ
ン
パ
ラ
ン
事
件
の
一
帯
。
経
済
的
に
は
極
貧
の
地
。
お
そ
ら

く
、
イ
ン
ド
全
土
で
最
も
困
窮
の
地
に
違
い
な
い
。
し
か
し
、
二
千
数
百
年
の
昔
に
は
王
国
が
栄
え
た
歴

史
が
あ
る
。
独
特
の
言
語
を
持
ち
、
カ
ー
ス
ト
制
と
職
業
を
か
た
く
な
に
ま
で
守
り
続
け
る
農
村
社
会
が

あ
る
。
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
と
初
期
仏
教
の
信
仰
が
村
の
精
神
そ
の
も
の
と
い
う
。
そ
こ
に
生
ま
れ
育
っ
た
農

村
婦
人
に
よ
る
「
ミ
テ
ィ
ラ
ー
民
俗
画
」。
各
々
が
調
和
を
保
ち
、
均
衡
を
維
持
し
て
い
る
社
会
と
い
え
な

い
だ
ろ
う
か
。
家
長
は
川
魚
捕
り
と
畑
仕
事
に
（
第
一
ブ
ロ
ッ
ク
）
、
婦
人
は
家
事
を
（
右
か
ら
第
二
ブ
ロ
ッ
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④子どもは川で牛の
水浴び（労働）

③母親同士のおしゃべり
タイム（育児・余暇）

②食事の支度（家事） ①男の屋外労働
（薪拾い・魚獲り）

写真：マドゥーバニ民族画手漉き紙（乾燥牛糞処理）（サイズ24×79 cm）
題名：「ミティラー地方日常生活のダイナミズム（The Dynamism of Daily Life in MITHILA）
画家不詳
提供：個人蔵 Exotic India画廊

ク
）
、
そ
し
て
余
暇
を
近
隣
友
人
と
の
会
話
に
（
右
か
ら
第
三

ブ
ロ
ッ
ク
）
、
そ
し
て
子
ど
も
達
は
家
畜
の
世
話
を
（
第
四
ブ

ロ
ッ
ク
）
、
そ
れ
ぞ
れ
が
役
割
を
分
か
ち
な
が
ら
、
質
素
な

生
活
の
な
か
に
家
族
が
一
つ
に
な
る
。
こ
れ
が
始
め
て
見
た

農
村
社
会
の
姿
で
あ
っ
た
。
わ
た
く
し
は
こ
の
姿
を
「
定
常

状
態
の
社
会
」
と
考
え
た
。

　
わ
た
く
し
が
始
め
て
歩
い
た
北
ビ
ハ
ー
ル
州
一
帯
、
と
く

に
、現
在
の
マ
ド
ゥ
ー
バ
ニ
、ダ
ル
バ
ン
ー
ガ
、チ
ャ
ン
パ
ー
ラ

ン
は
カ
ル
カ
ッ
タ
の
大
都
会
を
多
少
体
験
し
た
も
の
に
と
っ

て
息
が
止
ま
る
よ
う
な
静
寂
の
社
会
に
映
っ
た
。
わ
た
く
し

は
こ
れ
を
「
定
常
状
態
の
社
会
」
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

当
時
、
経
済
学
者
が
好
ん
で
つ
か
う
、
停
滞
的
、
あ
る
い
は

後
進
的
社
会
と
は
そ
の
意
味
を
ま
っ
た
く
異
に
す
る
社
会
を

感
じ
と
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
北
ビ
ハ
ー
ル
を
歩
い
た
印
象
は

農
村
社
会
を
構
成
す
る
人
、
物
、
関
係
、
精
神
と
い
っ
た
個
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　第５章　カルカッタのスラムと児童労働

写真：マドゥーバニ民俗画、手漉き紙（乾燥牛糞処理）（53×74 cm）
作品：「ミティラー地方日常生活のダイナミズム」（The Dynamism of a
　　　　Daily Life in MITHILA）
作者：Vidya Devi & Dhirendra Jha
提供：個人蔵 Exotic India画廊

別
の
要
素
が
均
衡
状
態
に
あ
っ
て
、
し
か

も
静
止
し
た
状
態
に
お
か
れ
て
い
る
、
こ

の
よ
う
な
農
村
社
会
像
で
あ
っ
た
。
経
済

発
展
や
成
長
と
い
う
概
念
と
は
無
縁
の
世

界
が
ひ
ろ
が
る
農
村
の
姿
が
あ
っ
た
。
そ

の
よ
う
な
社
会
で
あ
る
か
ら
こ
そ
農
村
婦

人
の
素
朴
で
、
神
秘
性
の
高
い
「
ミ
テ
ィ

ラ
ー
民
俗
画
」
が
世
上
の
注
目
を
浴
び
た

に
違
い
な
い
。
い
ま
も
こ
の
見
方
に
変
わ

り
な
い
。
あ
る
ミ
テ
ィ
ラ
ー
民
俗
画
家
は

そ
の
農
村
社
会
を
「
ミ
テ
ィ
ラ
ー
地
方
日

常
生
活
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
」
と
表
現
し
た
。

わ
た
く
し
は
そ
の
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
を
「
静

止
と
躍
動
」
と
と
ら
え
　（

３
）
た
。　
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五
　
都
市
化
の
な
か
の
「
農
村
化
」

　
「
定
常
状
態
の
社
会
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
脳
裏
に
焼
き
つ
い
て
離
れ
な
い
。
こ
の
記
憶
が
い
ま
、
カ
ル
カ
ッ

タ
の
ス
ラ
ム
街
の
一
角
に
よ
み
が
え
る
思
い
が
す
る
。
住
民
は
こ
の
地
域
の
出
身
と
い
う
。
す
で
に
故
郷

を
離
れ
、
カ
ル
カ
ッ
タ
の
市
民
の
一
人
と
し
て
定
着
し
た
難
民
第
二
、
第
三
世
代
で
あ
る
。
し
か
し
、
か
れ

ら
の
生
活
文
化
は
消
え
る
こ
と
は
な
い
。
都
会
の
な
か
の
農
村
生
活
、「
定
常
状
態
の
社
会
」
が
あ
る
。
都

市
化
の
な
か
に
農
村
化
現
象
が
進
む
。
居
住
者
は
同
じ
血
縁
や
地
縁
、
さ
ら
に
同
じ
カ
ー
ス
ト
階
層
（
農

民
）
に
よ
っ
て
同
質
的
な
ス
ラ
ム
集
団
を
構
成
す
る
。
北
カ
ル
カ
ッ
タ
の
一
角
に
は
マ
イ
テ
ィ
リ
ー
方
言

を
日
常
語
と
し
、
北
ビ
ハ
ー
ル
の
食
習
慣
を
守
り
、
故
郷
の
氏
神
崇
拝
や
結
婚
・
葬
儀
な
ど
の
祭
祀
を
共
通

に
す
る
集
団
が
い
る
。
生
活
の
外
見
は
ス
ラ
ム
街
の
一
部
だ
が
、
集
団
の
組
織
原
理
は
共
通
の
祭
祀
に
あ

る
。
大
都
会
カ
ル
カ
ッ
タ
は
じ
つ
に
多
様
な
文
化
背
景
を
も
つ
移
住
者
集
団
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。
大

別
す
る
と
お
よ
そ
四
つ
の
巨
大
ス
ラ
ム
地
域
が
あ
る
。

　
一
つ
は
、「
ハ
ウ
ラ
ー
地
区
」。
市
の
中
心
を
南
北
に
流
れ
る
フ
グ
リ
ー
河
（
ガ
ン
ジ
ス
川
支
流
）
の
西
岸

地
帯
、
主
と
し
て
西
ベ
ン
ガ
ル
州
の
農
村
や
隣
接
す
る
ビ
ハ
ー
ル
州
か
ら
の
移
住
者
が
多
い
地
区
。
農
村

の
疲
弊
・
荒
廃
が
は
じ
き
出
し
た
貧
農
の
家
族
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
作
家
ド
ミ
ニ
ク
・
ラ
ピ
エ
ー
ル
の
描
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写真：スラム内の路上でゴム草履（チャッパル）成形作業に従事する幼女
撮影：筆者
提供：筆者

く
「
歓
喜
の
街
」
の
舞
台
が
こ
こ
で
あ
る
【
写
真
番

号05
012

】
。

　
二
つ
は
、「
カ
ル
カ
ッ
タ
市
街
の
北
東
一
帯
」。

一
九
四
三
年
の
ベ
ン
ガ
ル
大
飢
饉
の
犠
牲
者
達
が

定
住
し
た
地
域
が
あ
る
。
第
二
、
第
三
世
代
の
住

民
で
あ
る
。
往
時
と
く
ら
べ
、
す
こ
し
で
も
生
活

環
境
が
改
善
さ
れ
た
と
い
う
風
景
は
な
い
。
住
民

の
世
代
は
交
代
し
て
も
貧
困
は
継
承
さ
れ
て
い
る

と
し
か
思
え
な
い
。
そ
れ
が
六
〇
年
代
の
は
じ
め
、

二
年
間
の
日
々
を
過
し
た
カ
ル
カ
ッ
タ
北
部
の
郊

外
に
広
が
る
姿
で
あ
る
。

　
三
つ
は
、「
市
街
地
の
南
外
延
部
一
帯
」。
民
族

大
移
動
に
よ
っ
て
発
生
し
た
大
量
難
民
の
、
今
は

第
二
、
第
三
の
世
代
が
定
住
す
る
地
域
。
か
れ
ら

の
社
会
・
経
済
的
背
景
は
他
の
ス
ラ
ム
と
異
な
る
。
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社
会
的
に
は
上
位
カ
ー
ス
ト
階
層
の
、
ブ
ラ
ー
マ
ン
、
ク
シ
ャ
ト
リ
ア
が
多
く
、
イ
ン
ド
・
パ
キ
ス
タ
ン

分
離
ま
で
は
当
時
の
東
ベ
ン
ガ
ル
（
現
在
の
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
）
に
土
地
資
産
を
所
有
し
て
い
た
比
較
的
裕

福
な
階
層
の
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
徒
達
が
主
な
住
民
で
あ
る
。
彼
ら
自
身
の
自
尊
・
自
立
の
意
思
が
ス
ラ
ム
街

建
設
の
原
動
力
と
な
っ
た
。

　
四
つ
は
、「
シ
ア
ル
ダ
ー
地
区
」。
同
じ
時
期
、
南
部
に
定
住
を
始
め
た
難
民
と
は
社
会
的
、
経
済
的
背

景
の
違
う
巨
大
な
難
民
の
集
団
が
あ
る
。
多
く
は
農
民
や
最
底
辺
の
社
会
階
層
に
属
す
る
人
々
の
集
団
で

あ
り
、
市
の
東
側
に
広
が
る
シ
ア
ル
ダ
ー
地
区
に
集
中
す
る
。
そ
の
な
か
の
一
つ
テ
ィ
ル
ジ
ャ
ラ
と
呼
ぶ

一
帯
、
人
口
約
三
万
人
が
住
む
町
が
あ
る
。

　
三
〇
〇
年
前
に
は
「
宮
殿
の
街
」
と
称
さ
れ
た
都
市
中
心
部
は
今
、
お
よ
そ
四
つ
の
巨
大
な
ス
ラ
ム
居

住
区
で
囲
ま
れ
た
巨
大
都
市
と
な
る
。
そ
れ
は
作
家
ド
ミ
ニ
ク
・
ラ
ピ
エ
ー
ル
の
表
現
に
よ
れ
ば
「
歓
喜

の
街
」
へ
と
進
化
を
続
け
る
都
市
で
あ
り
、
わ
た
く
し
の
表
現
で
は
飢
餓
的
貧
困
と
い
う
分
厚
い
カ
ー
テ

ン
に
囲
ま
れ
た
「
児
童
労
働
の
地
」
と
称
し
て
も
過
言
で
は
な
　（

４
）

い
。　
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六
　
ス
ラ
ム
の
町
テ
ィ
ル
ジ
ャ
ラ
へ

　
居
住
区
と
し
て
の
特
徴
を
あ
げ
る
と
、
ま
ず
、
物
理
的
な
閉
鎖
性
が
あ
る
。
三
万
人
と
も
い
わ
れ
る
住

民
の
住
む
敷
地
一
帯
は
一
本
の
通
路
だ
け
が
近
く
を
通
る
公
共
道
路
と
結
ば
れ
て
い
る
。
周
囲
は
密
集
し

た
別
の
ス
ラ
ム
居
住
区
、
マ
ザ
ー
テ
レ
サ
の
奉
仕
活
動
の
舞
台
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
物
理
的
に
隔
絶
さ

れ
た
居
住
地
区
に
は
住
民
の
経
済
的
・
社
会
的
な
同
質
性
、
そ
し
て
外
部
社
会
に
対
す
る
敵
対
的
な
閉
鎖

性
が
あ
る
。
歴
史
的
な
ス
ラ
ム
の
成
り
立
ち
を
考
え
れ
ば
理
解
で
き
る
が
、
と
く
に
こ
の
一
本
の
小
道
が

ひ
と
つ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
し
て
内
部
に
向
け
て
団
結
を
、
外
部
に
対
し
て
は
警
戒
を
象
徴
す
る
こ
と

を
発
見
す
る
に
は
さ
ほ
ど
の
時
間
を
要
し
な
か
っ
た
。
一
九
九
一
年
以
来
、
毎
年
の
ス
ラ
ム
訪
問
に
よ
っ

て
わ
た
く
し
は
い
つ
し
か
、
ス
ラ
ム
の
内
側
か
ら
問
題
を
見
る
視
座
に
違
和
感
を
も
つ
こ
と
は
な
く
な
っ

て
い
た
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、「
民
族
大
移
動
」
に
よ
っ
て
や
っ
と
の
思
い
で
生
き
延
び
た
人
々
の
心

に
他
者
に
向
け
る
本
能
的
な
排
他
性
と
敵
対
性
が
生
ま
れ
る
の
は
自
然
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
ス
ラ
ム
が
長

い
年
月
を
か
け
て
醸
成
し
た
「
社
会
的
感
性
」
と
い
う
べ
き
独
特
な
空
気
で
あ
　（

５
）

る
。　

　
わ
た
く
し
の
対
象
と
す
る
ス
ラ
ム
、
テ
ィ
ル
ジ
ャ
ラ
町
と
は
対
照
的
に
、
南
カ
ル
カ
ッ
タ
に
広
が
る
ス

ラ
ム
街
に
は
独
特
の
空
気
が
感
じ
ら
れ
る
。
そ
れ
は
外
部
に
対
す
る
極
端
な
警
戒
心
と
猜
疑
心
を
あ
ら
わ
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に
し
た
今
に
残
る
ス
ラ
ム
住
人
の
心
の
闇
で
あ
る
。
イ
ン
ド
・
パ
キ
ス
タ
ン
分
離
に
よ
っ
て
故
郷
の
土
地

財
産
す
べ
て
を
奪
わ
れ
、
命
か
ら
が
ら
の
逃
避
行
の
末
に
見
い
だ
し
た
第
二
の
故
郷
た
る
土
地
で
あ
る
。

そ
れ
は
荒
廃
地
と
な
っ
て
い
た
広
大
な
公
共
用
地
の
湿
地
帯
で
あ
っ
た
。
独
立
直
後
の
無
政
府
状
態
の
な

か
、
自
力
の
コ
ロ
ニ
ー
建
設
が
始
ま
る
。
警
察
と
し
ば
し
ば
武
力
衝
突
を
起
こ
し
た
。
先
住
の
ベ
ン
ガ
ル

農
民
と
土
地
所
有
を
め
ぐ
る
争
奪
が
く
り
か
え
さ
れ
た
。
自
衛
組
織
を
つ
く
り
、
実
力
を
も
っ
て
自
ら
を
、

家
族
を
そ
し
て
子
ど
も
を
守
る
意
思
を
備
え
た
先
鋭
的
集
団
の
誕
生
が
あ
っ
た
。
か
つ
て
は
土
地
を
所
有

す
る
中
流
階
層
の
、
教
育
の
あ
る
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
徒
が
主
で
あ
る
。
ブ
ラ
ー
マ
ン
や
ク
シ
ャ
ト
リ
ヤ
の
上

位
カ
ー
ス
ト
階
層
に
属
す
る
人
達
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
ス
ラ
ム
建
設
を
実
現
し
た
第
一
世
代
は
半
世
紀
以

上
を
過
ぎ
、
今
（
当
時
）
は
第
二
、
第
三
世
代
へ
の
交
代
が
進
行
中
で
あ
る
。
こ
の
ス
ラ
ム
を
覆
う
空
気
、

そ
れ
は
こ
こ
の
住
人
が
体
験
し
た
辛
苦
の
難
民
逃
避
行
が
か
も
し
だ
す
共
通
の
心
的
態
度
か
も
し
れ
な
い
。

ス
ラ
ム
特
有
の
「
社
会
的
感
性
」
と
呼
ぶ
こ
と
も
で
き
る
と
思
う
。

　
第
二
の
特
徴
は
社
会
的
、
経
済
的
な
孤
立
状
態
が
あ
る
。
住
民
三
万
人
が
互
い
に
結
束
し
集
合
体
を
作

り
あ
げ
る
背
景
に
は
、
難
民
共
通
の
歴
史
体
験
（
一
九
四
七
年
民
族
大
移
動
）
が
あ
り
、
共
通
の
故
郷
と
祭

祀
（
元
・
東
パ
キ
ス
タ
ン
、
現
・
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
）
が
あ
る
。
強
い
連
帯
感
、
相
互
扶
助
の
伝
統
が
あ
る
。

反
面
、
物
理
的
に
自
ら
の
居
住
区
域
を
ほ
ぼ
、
閉
鎖
状
態
に
し
た
こ
と
に
よ
り
社
会
的
に
も
、
ま
た
経
済
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的
に
も
孤
立
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
を
都
市
機
能
の
二
重
構
造
と
し
て
み
る
と
、
三
〇
〇
年
の
長
い
都

市
形
成
の
歴
史
が
生
み
出
し
た
社
会
・
経
済
の
「
中
心
的
機
能
」
に
対
し
て
、
間
断
な
く
不
熟
練
の
労
働

力
と
サ
ー
ビ
ス
を
供
給
す
る
周
辺
都
市
（
地
域
）
の
「
従
属
機
能
」
が
並
存
す
る
。
初
め
に
述
べ
た
よ
う

に
、
都
市
生
活
に
付
随
す
る
あ
ら
ゆ
る
「
雑
業
」
は
不
熟
練
労
働
者
の
低
賃
金
に
よ
っ
て
成
立
し
て
い
る
。

ス
ラ
ム
か
ら
供
給
さ
れ
る
不
熟
練
労
働
力
の
流
れ
は
絶
え
る
こ
と
は
な
い
。
一
方
で
は
、
子
ど
も
や
家
庭

の
主
婦
は
ス
ラ
ム
居
住
区
に
も
ち
こ
ま
れ
る
「
雑
業
」
の
下
請
労
働
に
よ
っ
て
生
計
を
維
持
し
、
外
部
か

ら
隔
離
さ
れ
た
ス
ラ
ム
内
労
働
の
「
市
場
」
を
拡
大
す
る
。
以
下
の
事
例
は
こ
の
よ
う
な
姿
を
素
描
し
た

聞
き
取
り
調
査
の
記
録
で
あ
　（

６
）

る
。　

七
　
ス
ラ
ム
内
児
童
労
働
―――
そ
の
現
実

　
イ
ン
タ
ー
ビ
ュ
ー
調
査
は
Ｎ
Ｇ
Ｏ
・
Ｃ
Ｒ
Ｓ
（C

athedralR
eliefService

）
の
全
面
的
な
協
力
を
受
け
て

行
わ
れ
た
。
ス
ラ
ム
関
係
者
へ
の
事
前
の
手
配
と
日
程
調
整
が
行
わ
れ
、
ま
た
、
通
訳
（
ベ
ン
ガ
ル
語
・
英

語
）
二
名
の
派
遣
が
あ
っ
た
。
調
査
の
時
期
は
一
九
九
七
年
二
月
十
九
、
二
〇
日
の
二
日
間
、
酷
暑
の
時

期
で
あ
る
。
対
象
は
Ｎ
Ｇ
Ｏ
Ｃ
Ｒ
Ｓ
が
運
営
す
る
非
正
規
の
低
学
年
学
級
に
通
う
子
ど
も
三
九
人
と
親
六
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人
、
相
対
の
聞
き
取
り
調
査
で
あ
る
。
質
問
の
項
目
は
子
ど
も
に
対
し
て
は
、
年
齢
・
家
族
数
・
仕
事
の

種
類
・
一
日
の
作
業
量
・
賃
金
・
将
来
の
夢
・
そ
の
他
な
ど
、
ま
た
親
に
対
し
て
は
、
月
収
（
ル
ピ
　＊ー　
）
・

子
ど
も
の
収
入
・
生
活
費
の
支
出
・
子
ど
も
へ
の
期
待
、
な
ど
で
あ
る
。

　
ス
ラ
ム
内
に
み
ら
れ
る
下
請
け
労
働
は
二
つ
の
製
品
加
工
作
業
が
大
部
分
を
占
め
る
。
一
つ
は
チ
ャ
ッ

パ
ル
（
ゴ
ム
サ
ン
ダ
ル
）
の
成
型
・
加
工
、
二
つ
は
運
動
帽
の
ツ
バ
糊
づ
け
。
前
者
は
半
ダ
ー
ス
、
な
い
し

は
一
ダ
ー
ス
の
サ
ン
ダ
ル
が
一
枚
の
ゴ
ム
盤
に
成
型
さ
れ
た
未
加
工
品
で
あ
る
。
作
業
は
ハ
サ
ミ
で
切
り

取
り
成
型
す
る
と
い
う
単
純
労
働
と
な
る
。
後
者
は
帽
子
本
体
と
つ
ば
一
組
の
、
糊
付
け
の
作
業
で
あ
る
。

そ
の
多
く
は
ス
ラ
ム
外
部
の
作
業
場
か
ら
、
あ
る
い
は
、
ス
ラ
ム
内
部
に
設
け
ら
れ
た
作
業
小
屋
（
手
動

成
型
機
一
、
二
台
の
設
備
）
か
ら
ブ
ロ
ー
カ
ー
を
通
じ
て
子
ど
も
に
手
渡
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
未
加
工
品
を

扱
う
業
者
は
複
数
あ
り
、
最
終
製
品
の
発
注
先
は
明
ら
か
に
さ
れ
な
い
。
わ
た
く
し
は
こ
れ
が
国
内
最
大

の
ブ
ラ
ン
ド
を
誇
る
靴
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
働
く
子
ど
も
達
は
も
ち
ろ
ん
知

る
由
も
な
い
。

　
ス
ラ
ム
の
都
市
居
住
空
間
は
家
族
と
い
う
一
単
位
の
生
活
領
域
に
も
画
一
性
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

生
活
空
間
は
平
均
し
て
六
〜
八
畳
程
度
の
広
さ
、
六
、
七
人
が
生
活
す
る
空
間
で
あ
る
【
写
真
番
号05

018

】
。

*

当
時
の
交
換
レ
ー
ト
―――
一
ル
ピ
ー
は
日
本
円
約
四
円
相
当
。
一
パ
イ
サPaisa

＝
一
〇
〇
分
の
一
ル
ピ
ー
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こ
れ
が
各
棟
レ
ン
ガ
ブ
ロ
ッ
ク
建
て
の
長
屋
で
構
成
さ
れ
、
広
大
な
敷
地
を
と
こ
ろ
狭
し
と
ば
か
り
小

道
の
迷
路
で
連
結
さ
れ
る
【
写
真
番
号05

020,044,046,057,060,065

】
。
成
人
男
子
は
市
内
の
「
雑
業
」
に

労
働
の
機
会
を
も
と
め
、
ス
ラ
ム
に
残
る
成
人
女
子
は
育
児
・
家
事
雑
用
、
そ
し
て
学
齢
期
の
子
ど
も
達

は
ス
ラ
ム
敷
地
内
の
路
上
あ
る
い
は
、
自
宅
で
「
雑
業
」
に
励
む
。
こ
れ
が
一
家
の
生
活
風
景
で
あ
る
。

子
ど
も
の
労
働
は
ス
ラ
ム
の
外
部
か
ら
持
ち
込
ま
れ
る
下
請
の
仕
事
。
与
え
ら
れ
た
出
来
高
払
い
の
労
賃

と
仕
事
量
に
対
し
て
労
働
条
件
を
選
択
す
る
余
地
は
な
い
。
強
制
労
働
に
等
し
い
姿
が
あ
る
。
国
内
で
著

名
な
ブ
ラ
ン
ド
商
品
靴
メ
ー
カ
ー
の
発
注
す
る
下
請
工
程
の
一
つ
を
担
う
労
働
の
現
場
は
自
宅
前
の
路
上

に
あ
る
。
そ
の
作
業
に
当
た
る
子
ど
も
達
は
明
ら
か
に
四
、
五
歳
の
幼
女
達
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
外
の
世

界
か
ら
孤
立
し
た
ス
ラ
ム
内
の
児
童
労
働
の
現
実
が
あ
る
こ
と
を
知
る
。
調
査
に
応
じ
た
子
ど
も
の
プ
ロ

フ
ィ
ー
ル
、
労
働
に
励
む
子
ら
と
学
ぶ
子
ら
、
そ
し
て
そ
の
親
達
の
苦
し
い
選
択
を
素
描
す
る
報
告
の
一

部
を
紹
介
す
る
。
初
め
に
、
調
査
に
当
た
っ
た
日
本
人
大
学
生
の
感
想
を
紹
介
し
て
お
こ
　（

７
）

う
。　

①
子
ど
も
の
顔
　
「
ス
ラ
ム
と
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
か
、
初
め
て
入
る
世
界
に
少
し
不
安
を
抱
き
な
が
ら
バ

ス
テ
ィ
ー
〔
ス
ラ
ム
の
こ
と
〕
へ
と
足
を
踏
み
入
れ
た
。
想
像
以
上
に
人
々
は
明
る
く
、
と
く
に
子
ど

も
達
は
少
し
照
れ
な
が
ら
も
、
と
て
も
ひ
と
な
つ
っ
こ
く
私
達
に
近
づ
い
て
き
た
の
が
印
象
的
だ
っ
た
。
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子
ど
も
達
は
パ
ワ
フ
ル
で
好
奇
心
も
旺
盛
、
将
来
に
も
し
っ
か
り
と
夢
を
も
っ
て
働
き
、
し
か
も
勉
強

が
好
き
だ
と
い
う
。
親
に
と
っ
て
は
ま
さ
に
理
想
的
な
子
ど
も
達
で
は
な
い
か
と
思
う
」

②
働
く
子
ど
も
　
「
目
に
も
止
ま
ら
ぬ
速
さ
で
チ
ャ
ッ
パ
ル
・
カ
ッ
テ
ィ
ン
　＊グ　
す
る
姉
。
一
日
わ
ず
か
な

量
し
か
で
き
な
い
が
、『
私
も
で
き
る
の
よ
』
と
胸
を
は
る
妹
。
幼
い
こ
ろ
か
ら
働
い
て
、
家
計
を
さ
さ

え
て
い
る
光
景
を
目
の
前
に
し
た
が
、
こ
の
バ
ス
テ
ィ
ー
〔
ス
ラ
ム
〕
で
は
日
本
で
想
像
し
て
い
た
ほ

ど
児
童
労
働
の
暗
さ
は
な
く
、
仕
事
が
好
き
だ
と
答
え
た
子
ど
も
が
多
い
の
が
意
外
だ
っ
た
」

③
学
ぶ
子
ど
も
　
「
子
ど
も
達
が
勉
強
に
対
し
て
予
想
以
上
に
強
い
関
心
を
も
っ
て
い
る
こ
と
に
驚
い
た
。

『
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
び
た
い
。
勉
強
は
仕
事
よ
り
好
き
』
と
、
多
く
の
子
ど
も
が
答
え
た
。

も
っ
と
勉
強
し
た
い
と
言
っ
て
い
る
こ
れ
ら
の
子
ど
も
達
が
教
育
の
機
会
を
多
く
得
ら
れ
る
こ
と
を
願

　＊
＊う　

。
そ
し
て
、
一
人
で
も
多
く
の
こ
ど
も
が
夢
を
持
ち
、
そ
の
夢
に
向
か
っ
て
幸
せ
な
人
生
を
歩
ん
で

欲
し
い
」

④
親
の
苦
し
い
選
択
　
「
イ
ン
タ
ー
ビ
ュ
ー
し
た
親
全
員
に
共
通
し
て
い
る
こ
と
は
、
子
ど
も
に
対
す
る

*

ゴ
ム
サ
ン
ダ
ル
の
成
型
後
に
残
る
縁
取
り
部
分
を
ハ
サ
ミ
で
切
り
取
る
作
業
の
こ
と

**

Ｎ
Ｇ
Ｏ
・
Ｃ
Ｒ
Ｓ
の
運
営
す
る
非
正
規
授
業
、
午
前
組
と
午
後
組
の
二
部
授
業
。
小
学
低
学
年
レ
ベ
ル
（
英
語
・
ベ
ン
ガ
ル
語
読

み
・
書
き
・
計
算
・
社
会
な
ど
）
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深
い
思
い
で
あ
っ
た
。
生
活
の
苦
し
さ
の
た
め
に
子
ど
も
を
働
か
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
も
し
今
よ
り

も
す
こ
し
お
金
が
あ
れ
ば
、
仕
事
は
や
め
さ
せ
て
良
い
生
活
を
さ
せ
た
い
と
願
っ
て
い
る
。
好
ん
で
子

ど
も
を
働
か
せ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
し
か
家
族
が
生
活
し
て
い
く
方
法
が
な
い
の
だ
」

八
　
ス
ラ
ム
　
三
つ
の
鎖

　
　
　
　
―――
女
児
労
働
の
市
場
、
教
育
機
会
の
喪
失
、
慢
性
的
な
飢
餓
的
貧
困

　
ま
ず
、
こ
の
地
区
に
固
有
な
子
ど
も
の
労
働
実
態
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
労
働
需
要
の
側
面
に
つ

い
て
注
目
す
る
こ
と
は
反
復
・
単
純
労
働
と
い
う
作
業
の
特
徴
が
あ
る
。
チ
ャ
ッ
パ
ル
・
カ
ッ
テ
ィ
ン
グ
と

呼
ん
で
い
る
半
加
工
サ
ン
ダ
ル
盤
の
成
型
作
業
が
主
た
る
労
働
内
容
で
あ
る
。
半
ダ
ー
ス
ま
た
は
一
ダ
ー

ス
の
ゴ
ム
サ
ン
ダ
ル
が
型
打
ち
さ
れ
て
い
る
一
枚
の
ゴ
ム
シ
ー
ト
か
ら
サ
ン
ダ
ル
部
分
を
ハ
サ
ミ
で
切
り

取
り
、
縁
取
り
な
ど
の
処
理
を
す
る
。
幼
児
で
も
可
能
な
作
業
内
容
に
み
え
る
。
事
実
、
学
齢
期
前
の
、
お

よ
そ
二
、
三
歳
の
女
児
が
ス
ラ
ム
内
の
路
上
で
器
用
に
ハ
サ
ミ
を
動
か
し
て
い
る
情
景
を
見
た
。
こ
の
作

業
の
反
復
・
単
純
性
が
主
と
し
て
女
児
、
さ
ら
に
は
幼
児
さ
え
も
労
働
に
駆
り
立
て
る
要
因
と
な
っ
て
い

る
。
こ
の
作
業
の
単
純
性
に
着
目
す
れ
ば
シ
バ
カ
シ
村
の
マ
ッ
チ
工
女
、
花
火
工
女
の
労
働
実
態
と
同
じ
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で
あ
る
。
し
か
し
、
労
働
の
組
織
と
い
う
点
で
は
工
場
労
働
者
と
い
う
拘
束
の
も
と
に
置
か
れ
る
た
め
強

制
や
搾
取
を
と
も
な
う
労
働
実
態
と
な
る
。
こ
れ
は
第
二
章
で
ふ
れ
た
通
り
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
こ

ス
ラ
ム
内
児
童
労
働
が
ほ
か
の
事
例
と
異
な
る
の
は
、「
ス
ラ
ム
と
い
う
一
大
工
場
」
の
な
か
で
子
ど
も
達

は
生
ま
れ
、
育
ち
、
そ
し
て
、
教
育
の
場
で
は
な
く
ゴ
ム
サ
ン
ダ
ル
を
つ
く
る
仕
事
場
に
向
か
う
、
厳
し

い
幼
児
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
が
唯
一
の
生
き
る
た
め
の
道
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
注
記
（
７
）「
子
ど
も
の
労
働
実
態
」
を
一
瞥
す
る
だ
け
で
ス
ラ
ム
の
子
ど
も
達
に
は
労
働
の
道
以

外
に
幼
少
期
の
生
活
は
あ
り
え
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
教
育
の
機
会
を
喪
失
し
た
社
会
に
生
き
る
、
そ
の

数
お
よ
そ
六
〇
〇
〇
人
と
も
い
わ
れ
る
、
巨
大
な
不
就
学
の
子
ど
も
達
で
あ
る
。
テ
ィ
ル
ジ
ャ
ラ
・
ス
ラ

ム
に
は
幸
運
に
も
Ｎ
Ｇ
Ｏ
・
Ｃ
Ｒ
Ｓ
の
非
正
規
義
務
教
育
の
二
部
授
業
が
も
う
け
ら
れ
、
限
ら
れ
た
授
業

科
目
で
は
あ
る
が
子
ど
も
達
に
最
低
限
の
基
礎
教
育
を
提
供
し
て
い
る
。
ス
ラ
ム
と
い
う
社
会
的
・
文
化

的
に
孤
立
し
、
外
部
社
会
か
ら
疎
外
さ
れ
た
子
ど
も
達
に
最
低
限
の
必
要
な
教
育
資
源
を
投
入
し
て
い
る

活
動
に
善
意
の
市
民
援
助
の
手
が
差
し
伸
べ
ら
れ
る
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
願
わ
ず
に
い
ら
れ
な
い
。

　
さ
て
、
教
育
機
会
の
喪
失
と
い
う
状
況
と
と
も
に
、
三
万
人
と
も
推
定
さ
れ
る
こ
の
ス
ラ
ム
の
家
計
を

覆
う
慢
性
的
な
貧
困
状
態
が
あ
る
。
大
多
数
の
住
民
は
歴
史
的
経
緯
か
ら
資
産
を
も
た
な
い
、
未
熟
練
労

働
の
家
族
か
ら
な
る
。
家
族
数
八
、
九
人
の
規
模
は
普
通
で
あ
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
生
存
の
限
界
に

182 　



5 : 2010/1/8(16:7)

　第５章　カルカッタのスラムと児童労働

表４.　飢餓的貧困化の家計水準

対象 年齢 家庭の 一人当たり 子ども 子どもの
収入 の生活費 の収入 家計貢献度

1.主婦 45歳 1250 Rs. 約200 Rs. 650 Rs. 50%以上

2.主婦 50歳 1,150∼ 170∼
00 Rs. 約70%

1,400 Rs 200 Rs.
3.主婦 32歳 950 Rs. 140 Rs. 550 Rs. 約60%

4.主婦 26歳 1250∼ 250∼
300 Rs. 約20∼25%

1,650 Rs. 330 Rs.
5.主婦 30歳 1,100 Rs. 160 Rs. 160 Rs. 約16%
6.父親 50歳 1,000 Rs. 200 Rs. 330 Rs. 約33%

注：単位はすべて１ヶ月あたりルピー。邦貨換算：1 Rs.＝約４円（1997年
2月現在）
出所：聞き取り調査に基づき筆者作成。

近
く
、
さ
ら
に
は
飢
餓
的
状
況
に
日
々
を
生
き
る
貧
困
人
口
。

こ
れ
が
ス
ラ
ム
の
町
の
表
情
で
あ
り
、
半
世
紀
を
経
過
し
て
も

変
わ
る
こ
と
の
な
い
現
実
と
い
っ
て
よ
い
。
こ
の
間
、
世
代
は

い
く
つ
か
替
わ
る
が
返
済
の
見
込
み
の
な
い
債
務
だ
け
は
引
き

継
が
れ
る
。
ス
ラ
ム
住
民
六
人
の
家
計
水
準
を
表
４
に
示
す
。

　
こ
こ
で
注
意
す
る
の
は
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
に
付
き
も
の
の
、

収
入
・
支
出
の
貨
幣
タ
ー
ム
に
よ
る
デ
ー
タ
の
信
憑
性
の
問
題

が
あ
る
。
わ
た
く
し
の
経
験
に
よ
れ
ば
、
質
問
者
の
意
図
や
目

的
に
応
じ
て
回
答
者
の
対
応
が
大
き
く
異
な
る
場
合
が
多
い
。

こ
こ
で
は
相
対
の
質
問
形
式
を
と
っ
て
い
る
の
で
お
そ
ら
く
、

大
き
な
バ
イ
ア
ス
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
デ
ー
タ
の
読
み
方
は

「
家
庭
の
収
入
」
と
「
子
ど
も
の
収
入
」
の
両
者
に
つ
い
て
は
相

対
値
の
幅
を
、
ま
た
、「
子
ど
も
の
家
計
貢
献
度
」
は
一
応
、
五

〇
％
前
後
を
目
安
と
し
て
収
入
・
支
出
の
レ
ベ
ル
を
み
る
こ
と

に
す
る
。「
子
ど
も
の
収
入
」
は
恐
ら
く
一
人
だ
け
の
稼
ぎ
で
は
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な
く
複
数
の
子
ど
も
総
出
の
収
入
で
あ
ろ
う
。
子
ど
も
へ
の
質
問
で
は
最
高
で
も
月
二
〇
〇
ル
ピ
ー
以
上

を
稼
ぎ
出
す
こ
と
は
稀
有
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
子
ど
も
を
総
動
員
し
て
の
家
計
補
助
で
あ
り
、
そ
の

上
に
家
族
の
生
活
が
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
を
如
実
に
示
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
家
計
支
出
の
数
字
に
現

れ
な
い
債
務
の
重
圧
が
あ
る
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
家
計
水
準
で
は
子
ど
も
の
稼
ぎ

は
不
可
欠
と
い
う
経
済
的
理
由
が
児
童
労
働
の
原
因
と
な
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は

作
業
の
形
態
が
単
純
・
出
来
高
請
負
で
あ
る
た
め
、
勉
強
の
合
間
を
ぬ
っ
て
仕
事
を
す
る
と
い
う
、
い
わ

ば
フ
レ
ッ
ク
ス
労
働
が
可
能
と
な
る
か
ら
、
多
く
の
子
ど
も
達
は
Ｃ
Ｒ
Ｓ
の
二
部
授
業
に
通
う
。
勉
強
熱

心
な
、
知
へ
の
探
究
心
旺
盛
な
子
ど
も
達
が
多
く
い
る
。
公
教
育
偏
重
政
策
の
欠
陥
が
こ
の
よ
う
な
不
就

学
児
童
の
存
在
を
許
し
て
い
る
と
し
か
思
え
な
い
。
公
教
育
の
質
の
問
題
を
考
え
る
と
き
、
非
正
規
教
育

の
機
能
を
さ
ら
に
強
化
し
、
ま
さ
に
初
等
教
育
の
ベ
ー
シ
ッ
ク
・
ミ
ニ
マ
ム
を
創
出
す
る
と
き
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
テ
ィ
ル
ジ
ャ
ラ
ス
ラ
ム
の
「
教
育
と
労
働
」
の
事
例
が
こ
の
点
で
の
有
効
な
示
唆
を
示
し
て

い
る
と
考
え
る
。
働
く
子
ど
も
達
の
顔
は
明
る
い
。
未
来
を
見
詰
め
る
力
に
あ
ふ
れ
る
。
子
ど
も
が
生
ま

れ
な
が
ら
に
し
て
備
え
た
潜
在
能
力
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
子
ど
も
の
あ
こ
が
れ
の
職
業
を
み
る
と
、
一
位
教
師
、
二
位
医
師
、
三
位
弁
護
士
、
四
位
警
察
官
、
そ

の
他
エ
ン
ジ
ニ
ア
、
看
護
婦
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
な
ど
が
続
く
。
ス
ラ
ム
の
日
常
生
活
の
な
か
で
イ
メ
ー
ジ
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す
る
将
来
の
職
業
で
あ
り
、
限
ら
れ
た
職
域
で
は
あ
る
が
幼
く
し
て
明
確
な
目
標
を
定
め
て
い
る
こ
と
に

一
縷
の
望
み
を
感
じ
る
。

　
物
理
的
、
社
会
的
に
半
ば
孤
立
し
た
社
会
の
な
か
に
あ
り
な
が
ら
外
に
向
か
う
子
ど
も
達
の
「
世
界
観
」

は
、
た
と
え
非
正
規
教
育
と
は
い
え
次
第
に
「
知
へ
の
意
欲
」
を
か
き
た
て
、
み
ず
か
ら
の
人
生
と
世
界
へ

の
「
知
の
探
求
」
へ
の
道
を
広
げ
る
に
違
い
な
い
。
カ
ル
カ
ッ
タ
は
か
つ
て
、
十
九
世
紀
ベ
ン
ガ
ル
・
ル

ネ
ッ
サ
ン
ス
と
呼
ば
れ
た
文
化
再
生
の
経
験
を
経
た
子
ど
も
達
の
挑
戦
に
ふ
さ
わ
し
い
「
知
の
都
市
」
で

あ
る
。
そ
れ
ら
を
開
花
さ
せ
る
道
は
こ
の
ス
ラ
ム
の
町
テ
ィ
ル
ジ
ャ
ラ
に
も
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
一
九
九

一
年
か
ら
八
年
間
、
毎
年
通
い
続
け
親
し
く
な
っ
た
家
族
や
子
ど
も
達
一
人
ひ
と
り
に
別
れ
を
告
げ
る
と

き
、
わ
た
く
し
は
ア
マ
ル
テ
ィ
ア
・
セ
ン
の
言
葉
を
心
の
な
か
で
贈
っ
た
【
写
真
番
号05

055

】
。
機
会
の

欠
乏
こ
そ
貧
困
の
元
凶
で
あ
り
、
人
間
能
力
平
等
の
思
想
こ
そ
経
済
と
社
会
の
進
歩
・
発
展
を
実
現
す
る

エ
ー
ト
ス
だ
、
と
。
彼
は
一
九
三
四
年
、
英
領
イ
ン
ド
、
カ
ル
カ
ッ
タ
の
郊
外
シ
ャ
ー
ン
テ
ィ
ニ
ケ
タ
ー

ン
に
生
ま
れ
、
ジ
ョ
ド
ゥ
プ
ー
ル
に
育
ち
、
そ
し
て
学
ん
だ
。
こ
こ
、
テ
ィ
ル
ジ
ャ
ラ
の
ス
ラ
ム
は
ジ
ョ

ド
ゥ
プ
ー
ル
か
ら
そ
う
遠
く
な
い
距
離
の
町
で
あ
る
。
世
界
に
誇
る
ノ
ー
ベ
ル
経
済
学
賞
受
賞
者
の
知
性

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
い
つ
か
、
こ
の
ス
ラ
ム
の
子
ど
も
の
心
に
届
く
に
違
い
な
い
こ
と
を
信
じ
る
。
子
ど
も

達
の
顔
に
こ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
意
味
を
幼
く
し
て
理
解
で
き
る
潜
在
能
力
の
あ
る
こ
と
を
読
み
取
る
こ
と
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が
で
き
た
か
ら
で
あ
る
【
写
真
番
号05

004,010,014,019,024,036,040,058,060,061,064,067,070,071

】
。

注
（
１
）
宮
殿
の
街

カ
ル
カ
ッ
タ
の
名
称
は
二
〇
〇
一
年
、
ベ
ン
ガ
ル
語
表
記
の
コ
ル
カ
タ
（K

olkata

）
に
変
更
さ
れ
た
。
本
章
の
叙
述
は
旧
称
が
使

わ
れ
て
い
た
期
間
が
主
要
な
内
容
と
な
る
の
で
原
則
と
し
て
カ
ル
カ
ッ
タ
の
名
称
を
使
う
こ
と
に
し
た
。
ま
た
、
こ
こ
で
は
ス

ラ
ム
と
い
う
通
俗
的
な
呼
称
を
カ
ル
カ
ッ
タ
の
、
あ
る
居
住
地
域
や
空
間
を
指
し
て
使
用
し
て
い
る
。
地
元
ベ
ン
ガ
ル
の
人
々

は
「
ポ
シ
ュ
テ
ィ
」（
低
価
格
居
住
区
）
と
呼
ぶ
（
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
研
究
者
の
指
摘
に
よ
る
）。
ス
ラ
ム
形
成
の
歴
史
的
背

景
を
含
意
す
る
適
切
な
用
語
が
な
い
ま
ま
、
あ
え
て
ス
ラ
ム
と
い
う
用
語
を
用
い
る
こ
と
に
し
た
。

「
宮
殿
の
町
」
か
ら
「
歓
喜
の
街
」
へ
の
変
貌
を
知
る
上
に
参
考
と
な
る
文
献
を
記
す
。

①
英
国
人
画
家W

illiam
H

odges,R
.A

.

著
。
一
八
世
紀
後
半
（
一
七
八
〇
、
一
七
八
一
、
一
七
八
二
、
一
七
八
三
年
）、
全
土
を

旅
行
し
た
記
録
と
版
画
絵
（
一
五
枚
）
を
収
録
。Travels

in
India

D
uring

The
Years

1780,1781,1782
and

1783
(L

ondon:

PallM
all,1794)

詩
情
あ
ふ
れ
る
旅
行
記
で
あ
り
、
当
時
を
伝
え
る
貴
重
な
記
録
で
あ
る
。
初
版
本
、
一
七
九
四
年
版
は
慶
応

義
塾
大
学
三
田
図
書
館
所
蔵
。
復
刻
版
は
一
九
九
九
年
、M

unshiram
M

anoharlalPublishers
Pvt.L

td.(N
ew

D
elhi)

か
ら

出
版
。

②
カ
ル
カ
ッ
タ
建
都
三
〇
〇
年
記
念
出
版
物
。J.P.L

osty,C
alcutta:

C
ity

ofPalaces,A
Survey

ofthe
C

ity
in

the
D

ays
of

the
E

astIndia
C

om
pany

1690–1858
(L

ondon:
T

he
B

ritish
L

ibrary,A
rnold

Publishers)

著
者
は
大
英
図
書
館C

urator

お
よ
び
、Pratapadya

Pal,editor.,C
hanging

Visions,Lasting
Im

ages
C

A
LC

U
TTA

through
300

years
(B

om
bay:M

arg

Publications,1990).
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③
作
家Sam

aren
R

oy,C
alcutta:

Society
and

C
hange

1690–1990
(C

alcutta:R
upa

&
co.,1991)

カ
ル
カ
ッ
タ
小
史
。

④
作
家
ド
ミ
ニ
ク
・
ラ
ピ
エ
ー
ル
長
谷
泰
訳
『
歓
喜
の
街
カ
ル
カ
ッ
タ
』
上
・
下
（
河
出
書
房
新
社
、
一
九
八
七
）。
フ
グ
リ
ー

地
区
の
ス
ラ
ム
街
描
写
は
圧
巻
。

　
（
２
）
ベ
ン
ガ
ル
大
飢
饉

A
m

artia
Sen,Poverty

and
Fam

ines:
A

n
E

ssay
on

E
ntitlem

entand
D

eprivation
(O

xford:
C

larendon
Press,1981)

お

よ
びIndia:

E
conom

ic
D

evelopm
entand

SocialO
pportunity

(O
xford:C

larendon
Press,1995)

（Jean
D

reze

と
共
著
）。

G
urcharan

D
as,India

U
nbound:

The
Socialand

E
conom

ic
R

evolution
from

Independence
to

the
G

lobalInform
ation

A
ge

(N
ew

Y
ork:A

nchorB
ooks,2002),pp.5–7.

　
（
３
）
定
常
状
態
の
社
会

珍
し
い
小
冊
子
二
点
を
掲
げ
る
。

K
am

alShankarSrivastava,A
rtofM

ithila
(N

ew
D

elhi:B
ook

Faith
India,1999).

R
am

D
ayalR

akesh,Folk
Festivals

ofM
ithila

(N
ew

D
elhi:B

ook
Faith

India,1998).

　
（
４
）
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
教
育
支
援
活
動

わ
た
く
し
は
一
九
九
一
年
以
来
一
九
九
八
年
ま
で
の
間
、
毎
年
、
当
時
所
属
す
る
明
治
学
院
大
学
国
際
学
部
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
一
環
と
し
て
こ
の
ス
ラ
ム
、
テ
ィ
ル
ジ
ャ
ラ
を
訪
問
し
て
き
た
。
こ
こ
に
は
セ
ン
ト
・
ポ
ー
ル
大
聖
堂
（St.PaulC

athedral

）

の
付
属
奉
仕
団
体
Ｃ
Ｒ
Ｓ
（C

athedralR
eliefService

）
が
運
営
す
る
小
学
低
学
年
の
学
級
が
設
け
ら
れ
、
ま
た
、
成
人
女
子

を
対
象
と
し
た
手
芸
な
ど
、
自
立
支
援
の
職
業
訓
練
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
る
。
こ
れ
は
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
カ
ル
カ
ッ
タ
の
全
域
で
運
営
す

る
十
三
の
支
援
活
動
の
う
ち
で
も
っ
と
も
規
模
も
大
き
く
、
と
く
に
義
務
教
育
を
受
け
る
機
会
の
な
い
低
学
年
の
子
ど
も
達
の

教
育
に
重
点
を
お
く
の
が
特
徴
的
で
あ
る
。
ス
ラ
ム
へ
の
訪
問
に
は
必
ず
二
〜
三
名
の
ス
タ
ッ
フ
が
同
行
し
、
面
接
や
聞
き
取
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り
調
査
に
は
通
訳
（
ベ
ン
ガ
ル
語
・
英
語
）
と
し
て
協
力
い
た
だ
い
た
。
最
初
の
四
年
間
は
研
究
テ
ー
マ
「
都
市
の
イ
ン
フ
ォ
ー

マ
ル
経
済
」、
そ
し
て
、
最
後
の
四
年
間
は
「
都
市
の
不
就
学
児
童
労
働
」
の
事
例
調
査
の
対
象
と
な
る
。

　
（
５
）
社
会
的
感
性

つ
ぎ
の
論
文
二
点
は
ス
ラ
ム
内
部
に
進
行
す
る
社
会
意
識
の
変
化
を
扱
っ
た
数
少
な
い
調
査
論
文
で
あ
る
。

Sudeshana
B

anerjee,“D
isplacem

entw
ithin

D
isplacem

ent:
the

C
risis

of
O

ld
A

ge
in

the
R

efugee
C

olonies
of

C
al-

cutta”,in
Studies

in
H

istory,2003;19,199.

B
haskar

M
ukhopadhyay,

“C
rossing

the
H

ow
rah

B
ridge:

C
alcutta,

Filth
and

D
w

elling
Form

s,
Fragm

ents,
Phan-

tasm
s”,in

Theory,C
ulture

&
Society,2006;23,221.

　
（
６
）
ス
ラ
ム
内
児
童
労
働
調
査

時
期
は
一
九
九
七
年
二
月
中
旬
、
酷
暑
の
始
ま
る
こ
ろ
。
ベ
ン
ガ
ル
語
通
訳
は
Ｃ
Ｒ
Ｓ
ス
タ
ッ
フ
。
聞
き
取
り
調
査
と
記
録
の

作
成
は
次
の
諸
氏
が
あ
た
っ
た
。
山
下
美
香
子
、
白
木
朋
子
、
松
田
朋
子
、
立
木
麻
奈
美
、
長
島
恵
子
。
本
文
の
叙
述
は
こ
れ

ら
報
告
書
に
負
う
。
関
係
者
の
忍
耐
強
い
努
力
に
敬
意
と
感
謝
の
気
持
ち
を
表
し
た
い
。

　
（
７
）
子
ど
も
の
労
働
実
態

面
接
対
象
四
〇
人
の
子
ど
も
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
掲
げ
る
。
労
働
開
始
年
齢
別
に
分
類
し
た
が
、
本
人
が
時
期
不
明
と
答
え
た

も
の
に
つ
い
て
は
（
―――
）
と
記
す
。
お
そ
ら
く
、
こ
の
ス
ラ
ム
地
区
の
慣
行
と
し
て
は
四
、
五
歳
か
ら
こ
の
種
の
仕
事
に
つ

く
も
の
と
思
わ
れ
る
。
一
人
ひ
と
り
の
重
い
幼
少
時
代
の
一
齣
を
読
み
取
っ
て
ほ
し
い
。

188 　



5 : 2010/1/8(16:7)

　第５章　カルカッタのスラムと児童労働
表

G
.　
子
ど
も
の
労
働
実
態

I.労
働
開
始
年
齢
（
∼５
歳
）：

pre-school(幼
稚
園
）
対
応
年
齢
レ
ベ
ル

****
番
号

性
別

労
働
開
始
年
齢

年
齢

*
家
族
数

仕
事
内
容

仕
事
量
/日

**
賃
金

***
将
来
の
夢

1
女

4
14

7
チ
ャ
ッ
パ
ル

2時
間
（

5∼
10

dz.）
20∼

30
R

s.
先
生

2
女

4
8

7
紙
袋

—
—

—
3

女
2

5
10

チ
ャ
ッ
パ
ル

10個
—

先
生

4
女

3
11

8
チ
ャ
ッ
パ
ル

6時
間

—
弁
護
士

5
女

4
6

8
チ
ャ
ッ
パ
ル

1∼
1.5時

間
500
/600

R
s.

医
者

（
家
族
全
体
）

6
女

4–5
8

9
チ
ャ
ッ
パ
ル

5
dz.

—
婦
人
警
官

7
女

5
9

8
チ
ャ
ッ
パ
ル

1∼
1.5時

間
—

先
生

8
女

5
11

8
チ
ャ
ッ
パ
ル

3∼
4時
間
（

5
dz.）

10∼
20

R
s./週

先
生

II.労
働
開
始
年
齢
（

6歳
∼

11歳
）：
初
等
教
育
対
応
年
齢
レ
ベ
ル

番
号

性
別

労
働
開
始
年
齢

年
齢

*
家
族
数

仕
事
内
容

仕
事
量
/日

**
賃
金

***
将
来
の
夢

9
女

—
6

7
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

—
—

—
・
ア
イ
ロ
ン

10
男

6
8

8
チ
ャ
ッ
パ
ル

1∼
1.5時

間
—

先
生

11
男

6
8

5
帽
子
の
つ
ば

1時
間

—
医
者

12
女

7
11

8
チ
ャ
ッ
パ
ル

1∼
1.5時

間
—

先
生

13
女

7
13

7
チ
ャ
ッ
パ
ル

4∼
5時
間

20∼
50

R
s/週

先
生

（
5∼

6
dz.）

14
女

8
11

7
チ
ャ
ッ
パ
ル

—
—

弁
護
士

15
男

—
7

6
チ
ャ
ッ
パ
ル
・
屑
拾
い

1時
間

50
P./1

dz.
ビ
ジ
ネ
ス

（
除
く
日
曜
日
）

16
女

—
7

8
チ
ャ
ッ
パ
ル

—
—

医
者

7
dz.

17
男

—
8

10
チ
ャ
ッ
パ
ル

13:00–16:00
30

P./1
dz.

—
　

4
dz.
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子
ど
も
の
労
働
実
態
（
続
き
）

番
号

性
別

労
働
開
始
年
齢

年
齢

*
家
族
数

仕
事
内
容

仕
事
量
/日

**
賃
金

***
将
来
の
夢

18
男

—
8

5
チ
ャ
ッ
パ
ル

4時
間
（
姉
と

2
30

R
s./週

—
人
で
）

125
dz.

19
女

8
12

10
チ
ャ
ッ
パ
ル

2∼
3時
間

25
R

s./週
先
生

20
男

—
9

5
　
　
チ
ャ
ッ
パ
ル
　
　

6
dz.

—
警
官

21
男

—
9

6
チ
ャ
ッ
パ
ル

12:00∼
20:00

50
P./1

dz.
　
医
者
　

5
dz.

不
良
品
/5

R
s、

減
給

22
男

—
9

6
チ
ャ
ッ
パ
ル

3時
間

50
P./1

dz.
先
生

30
R

s./dz.
23

女
—

9
6

チ
ャ
ッ
パ
ル

4時
間

50
P./1

dz.
医
者

20∼
30

dz./週
24

女
—

9
—

チ
ャ
ッ
パ
ル

—
—

—
25

女
9

12
7

チ
ャ
ッ
パ
ル

2時
間

—
先
生

26
女

9
13

7
チ
ャ
ッ
パ
ル

2時
間

—
先
生

27
女

9
12

6
チ
ャ
ッ
パ
ル

2時
間

15∼
20

R
s./

勉
強

50
dz.

III.労
働
開
始
年
齢
（

11歳
∼

14歳
）：
前
期
中
等
教
育
対
応
年
齢
レ
ベ
ル

番
号

性
別

労
働
開
始
年
齢

年
齢

*
家
族
数

仕
事
内
容

仕
事
量
/日

**
賃
金

***
将
来
の
夢

28
男

—
10

2
　
　
チ
ャ
ッ
パ
ル
　
　

10:00∼
12:00

/
50

P./1
dz.

先
生

16:00∼
21:00

（
10

P./年
昇
給
）

3∼
4

dz.
29

男
—

10
2

　
　
チ
ャ
ッ
パ
ル
　
　

10:00∼
12:00

/
50

P./1
dz.

先
生

16:00∼
21:00

（
10

P./年
昇
給
）

3∼
4

dz.
30

女
11

13
7

手
袋

5時
間

25
R

s./500組
—

31
女

—
11

9
　
　
チ
ャ
ッ
パ
ル
　
　

9:00∼
18:00

40
R

s./週
医
者

5
dz.

32
男

—
12

13
チ
ャ
ッ
パ
ル

13:30∼
21:00

50
P./1

dz.
医
者

5
dz.
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子
ど
も
の
労
働
実
態
（
続
き
）

番
号

性
別

労
働
開
始
年
齢

年
齢

*
家
族
数

仕
事
内
容

仕
事
量
/日

**
賃
金

***
将
来
の
夢

33
男

—
12

6
チ
ャ
ッ
パ
ル

16:00∼
19:00

40
P./1

dz.
医
者

5
dz.

（
10

P./年
昇
給
）

34
女

11
13

7
紙
袋

8∼
10時

間
30

R
s.

婦
人
警
官

　
(480枚

）
35

女
—

12
6

チ
ャ
ッ
パ
ル

13:00∼
21:00

50
P./1

dz.（
2年
間

先
生

200個
で

10
P./1

dz.昇
給
）

36
女

12
14

5
帽
子
の
つ
ば

1時
間

1.5
R

s./1千
個

先
生

25
R

s./週
37

女
—

13
5

チ
ャ
ッ
パ
ル

3∼
4時
間

—
エ
ン
ジ
ニ
ア

30
dz.

38
女

—
14

6
チ
ャ
ッ
パ
ル

11:30∼
22:30

30
P./1

dz.
—

25∼
30

dz.
（

2
R

s.小
遣
い
）

39
女

—
14

6
チ
ャ
ッ
パ
ル

8:00∼
19:00

30
P./1

dz.
結
婚

50∼
60

dz.
40

女
１
ヶ
月
前

14
5

チ
ャ
ッ
パ
ル

3時
間

—
先
生

注
*年
齢
は
イ
ン
タ
ー
ビ
ュ
ー
調
査
年

1997年
2月
現
在
。
仕
事
を
始
め
た
と
き
の
年
齢
で
不
詳
は
「

—
」
と
し
た
。
実
際
は
一
般
的
傾
向
と
し
て

5–
9 歳
低
学
年
対
応
の
年
齢
レ
ベ
ル
と
思
わ
れ
る
。

**労
働
時
間
は
作
業
場
の
拘
束
時
間
。
作
業
量
表
記

dz.は
ダ
ー
ス
の
こ
と
。

***賃
金
単
位
：

R
s.は
ル
ピ
ー
、

P.は
パ
イ
サ
（
１
/100ル

ピ
ー
の
単
位
）。

****不
就
学
児
童
を
対
象
と
し
対
応
す
る
年
齢
を
西
ベ
ン
ガ
ル
州
公
立
学
校
の
学
制
、
初
等
教
育

(6歳
―

11歳
)，
前
期
中
等
（

11歳
―

14歳
）
に
置
き

換
え
て
配
列
し
た
。

出
所
：
聞
き
取
り
調
査
に
基
づ
き
筆
者
作
成
。
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